
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」

（
＝
ハ
五
八
一
五
九
年
）

に
み
る
ル
テ
ニ
ア
国
家
の
創
出

百
田率

島画

千

穂

【
要
約
】
十
七
世
紀
半
ば
、
ル
テ
ニ
ア
の
東
南
部
一
帯
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
（
共
和
国
）
か
ら
事
実
上
独
立
さ
せ
た
コ
サ
ッ
ク
は
、
コ
サ

ッ
ク
の
自
国
へ
の
帰
順
を
図
る
共
和
国
と
の
間
で
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
（
～
六
五
八
年
）
を
成
立
さ
せ
、
共
和
国
議
会
で
の
批
准
（
翌
年
）
に
至
ら
せ
た
。

ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
は
、
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
が
共
和
国
貴
族
身
分
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
統
治
領
域
は
「
ル
テ
ニ
ア
公
国
」
と
し
て
共
和
国
構
成
国
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
共
和
国
の
他
の
合
同
や
コ
サ
ッ
ク
と
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
の
協
定
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
特
…
徴
を
明
確
に
し
た
。
ハ
ジ

ャ
チ
合
意
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
問
の
「
ル
ブ
リ
ン
合
同
」
（
一
五
六
九
年
）
と
比
較
し
て
宗
派
問
題
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
コ
サ
ッ
ク

の
モ
ス
ク
ワ
臣
従
表
明
「
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
（
一
六
五
四
年
）
と
の
対
比
に
お
い
て
も
、
コ
サ
ッ
ク
自
治
や
ル
テ
ニ
ア
地
域
の
位
置
づ
け
が
聖
俗
両

面
で
よ
り
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
否
定
す
る
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
（
一
五
九
六
年
）
と
の
問
に
は
、
ル
テ
ニ
ア
の

正
教
会
高
位
聖
職
者
に
元
老
院
議
席
を
付
与
す
る
と
い
う
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
三
巻
五
号
　
二
〇
【
○
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
十
七
世
紀
前
半
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
「
共
和
国
（
皆
Φ
。
巷
。
ω
o
。
貯
）
」
（
以
下
、
共
和
国
）
は
そ
の
版
図
を
最
大
に
拡
げ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
貴
族
共
和
制
が
鐘
的
に
最
も
広
範
囲
に
及
ん
だ
。
そ
の
芳
で
、
共
和
国
は
多
方
面
の
隣
接
圏
と
緊
張
関
係
に
あ
朕
繰
り
返
さ
れ
㈹

る
戦
争
で
そ
の
領
土
を
周
辺
か
ら
切
り
崩
さ
れ
て
い
く
。
共
和
国
の
危
機
的
状
況
は
対
外
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
六
四
八
年
の
コ
サ
　
3
1



ッ
ク
蜂
起
（
ボ
ブ
ダ
ン
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
蜂
起
）
は
、
共
和
国
東
部
の
広
大
な
面
積
を
占
め
て
い
た
ル
テ
ニ
ア
の
東
南
部
（
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ナ
の
申
・
東
部
）
の
共
和
国
か
ら
の
独
立
を
半
ば
既
成
事
実
と
し
た
。
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
の
成
功
は
、
リ
ュ
ー
リ
ク
朝
の
諸
公
国
の
滅
亡
後
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
に
支
配
さ
れ
て
い
た
ル
テ
ニ
ア
に
固
有
の
国
家
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。

　
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
コ
サ
ッ
ク
の
統
治
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
の
「
貴
族
の
共
和
国
」
の
体
制
に
合

致
さ
せ
る
構
想
を
文
書
化
し
た
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
（
一
六
五
八
年
。
翌
年
に
共
和
国
の
議
会
で
批
准
。
こ
の
合
意
の
掲
げ
る
合
同
構
想
は
「
ハ
ジ
ャ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

合
同
」
と
呼
ば
れ
る
）
で
あ
る
。
キ
エ
フ
公
国
以
来
の
王
朝
的
伝
統
が
絶
え
た
ル
テ
ニ
ア
の
地
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
貴
族
共
和
制
に
則
り
つ
つ
固

有
の
国
家
を
形
成
す
る
こ
の
試
み
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
上
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
い
。
近
世
の
大
國
で
あ
っ
た
共
和
園
全
体
が
、

新
興
勢
力
コ
サ
ッ
ク
に
貴
族
身
分
を
開
き
、
連
邦
制
と
い
う
形
で
彼
ら
の
自
治
国
家
を
取
り
込
み
そ
の
広
大
な
領
域
を
維
持
で
き
る
か
否
か
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
に
領
有
さ
れ
て
い
た
ル
テ
ニ
ア
で
は
、
一
五
六
九
年
の
両
国
の
連
合
「
ル
ブ
リ
ン
合
同
」
の
際
に

リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
領
か
ら
南
部
の
一
帯
（
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
、
キ
エ
フ
、
ポ
ド
レ
）
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
編
入
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
両
国
家

に
分
断
さ
れ
、
ル
テ
ニ
ア
と
し
て
の
行
政
上
の
ま
と
ま
り
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
ル
テ
ニ
ア
に
枠
組
み
を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
キ
エ
フ
府
・
王
教
を
中
心
と
す
る
正
教
会
で
あ
っ
た
。
正
教
は
、
十

世
紀
に
キ
エ
フ
公
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
以
来
こ
の
地
の
全
社
会
誌
の
慣
習
に
根
付
き
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
が
ル
テ
ニ
ア
を
領
有
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
多
く
に
も
受
容
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
主
流
の
共
和
国
に
お
い
て
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
な

る
。
正
教
会
の
存
続
は
容
認
さ
れ
て
い
た
が
、
高
位
聖
職
者
が
元
老
院
に
議
席
を
持
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
は
異
な
り
、
国
其
上
特
定
の
地
位
を

持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
～
五
九
五
一
九
六
年
の
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
に
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
帰
～
し
た
正
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

の
藷
（
東
方
典
礼
カ
ト
リ
・
ク
教
会
・
以
下
で
は
合
同
教
会
と
呼
ぶ
）
が
元
老
院
議
席
を
要
求
し
輸
が
・
共
和
国
の
議
会
は
こ
れ
を
却
下
し
た
・

　
こ
の
よ
う
に
、
共
和
圏
の
制
度
上
、
ル
テ
ニ
ア
と
い
う
地
域
が
共
和
国
に
お
い
て
い
か
に
大
き
な
比
重
を
占
め
よ
う
と
も
、
ま
た
そ
の
教
会
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「ハジャチ合意」（一六五入一一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

（
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
以
降
は
、
正
教
会
と
合
同
教
会
に
分
裂
）
は
数
の
上
で
は
決
し
て
少
数
者
で
な
い
の
に
関
わ
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
身
分

に
統
合
さ
れ
た
世
俗
貴
族
を
例
外
と
し
て
、
明
確
な
位
置
づ
け
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
共
和
国
の
身
分
制
か
ら
逸
脱
し
て

い
た
コ
サ
ッ
ク
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
コ
サ
ッ
ク
統
治
を
共
和
国
に
お
い
て
正
当
な
も
の
と
認
め
、
ル
テ
ニ
ア
に
国
家
の

枠
組
み
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
エ
ス
ノ
“
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
体
で
あ
っ
た
ル
テ
ニ
ア
の
核
で
あ
る
宗
派
的
要
素
を
重
視
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
示

さ
れ
た
共
和
国
ー
コ
サ
ッ
ク
関
係
に
お
け
る
正
教
会
の
位
置
づ
け
に
特
に
注
目
し
た
い
。
宗
派
の
要
素
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
他
の
合
同
や
臣

従
の
あ
り
方
と
の
比
較
に
お
い
て
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
有
し
た
特
徴
を
再
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
ヘ
ト
マ
ン
を
元
首
と
す
る
コ
サ
ッ
ク
の
統
治
体
制
は
、
国
家
の
形
態
を
と
る
と

　
み
な
さ
れ
ヘ
ト
マ
ン
国
家
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
「
ウ

　
ク
ラ
イ
ナ
」
と
い
う
語
を
用
い
る
と
き
、
そ
れ
は
ヘ
ト
マ
ン
国
家
と
同
義
で
あ
る
。

②
　
ス
ラ
ヴ
語
で
は
ル
シ
と
称
さ
れ
る
。
ル
シ
な
る
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
地
域
は

　
様
々
で
あ
る
。
ル
シ
は
、
広
義
で
は
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
を
も
含
め
た
東
ス
ラ
ヴ
地

　
域
全
体
を
い
う
。
狭
義
で
は
、
共
和
国
の
一
県
（
リ
ヴ
ィ
ウ
を
中
心
都
市
と
す
る

　
ル
シ
県
）
に
な
る
。
ル
テ
ニ
ア
も
ま
た
歴
史
的
名
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
指
す
も
の

　
は
一
様
で
は
な
い
。
ル
シ
と
全
く
の
同
義
で
使
わ
れ
る
一
方
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
支

　
配
下
で
の
ル
テ
ニ
ア
（
ガ
リ
ツ
ィ
ア
に
属
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
）
と
い
う
特
殊

　
な
使
用
例
が
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
ル
テ
ニ
ア
の
定
義
は
、
東
ス
ラ
ヴ
正
教
世
界

　
に
お
い
て
十
七
世
紀
当
時
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
属
し
た
地
域

　
1
す
な
わ
ち
共
和
国
領
で
あ
っ
た
キ
エ
フ
府
主
教
の
管
轄
地
域
で
あ
る
。
現
在

　
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
シ
に
ほ
ぼ
二
曹
す
る
。
本
稿
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
国

　
に
属
し
た
地
域
と
区
別
す
る
た
め
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
行
政
単
位
で
あ

　
る
ル
シ
県
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
ル
テ
ニ
ア
を
用
い
る
。

　
な
お
本
稿
に
お
け
る
地
名
の
表
記
は
、
現
在
そ
の
都
市
・
地
域
が
属
す
る
国
で
の

　
発
音
に
拠
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
名
で
も
ロ
シ
ア
語
も
し
く
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

　
で
の
表
記
が
通
用
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
（
キ
エ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ

　
ゴ
フ
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
ェ
、
ポ
ド
レ
な
ど
）
。

③
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
日
本
で
は
渡
辺
克
義
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
学
を
学
ぶ
人
の
た

　
め
に
騒
世
界
思
想
社
（
二
〇
〇
七
年
）
の
第
一
章
（
小
山
哲
「
多
罠
族
の
共
和
国

　
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
」
）
に
お
い
て
、
民
族
的
・
宗

　
教
的
に
多
元
的
な
近
世
の
共
和
国
を
象
徴
す
る
人
物
ユ
ー
リ
…
・
ネ
ミ
リ
チ
の
主

　
要
な
業
績
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

④
当
時
の
ル
テ
ニ
ア
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
エ
ス
ノ
・
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
な
も
の
で
あ
り
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
遠
い
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核

　
は
言
語
で
は
な
く
宗
派
で
あ
っ
た
こ
と
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ル
テ
ニ
ア
語
は
ル
テ

　
ニ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
で
広
く
公
用
さ
れ
る
一
方
、
正
教
に
改

　
宗
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
家
系
は
ル
テ
ニ
ア
化
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
ル
テ
ニ

　
ア
貴
族
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⑤
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
に
関
し
て
は
拙
稿
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
（
一
五
九

　
五
－
九
六
年
）
の
社
会
的
背
景
一
近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
「
共
和

　
国
」
に
お
け
る
ル
テ
ニ
ア
の
正
教
会
」
『
史
林
』
第
八
六
巻
、
第
三
号
（
二
〇
〇

　
三
年
）
、
八
六
～
一
一
＝
　
（
三
八
二
一
四
一
七
）
頁
を
参
照
。
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第
一
章
　
時
代
背
景
と
研
究
史

「
大
洪
水
」
と
「
廃
嘘
」
一
時
代
背
景

　
十
七
世
紀
前
半
の
共
和
国
の
領
土
拡
張
は
近
隣
国
と
の
戦
争
を
招
い
た
。
東
方
で
は
り
ュ
ー
リ
ク
朝
の
断
絶
に
端
を
発
す
る
ロ
シ
ア
の
動
乱

「
ス
ム
ー
タ
」
に
介
入
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
制
圧
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
ジ
グ
ム
ン
ト
三
世
の
息
子
が
ツ
ァ
ー
リ
の
座
に
つ
こ
う
と
す
る
が
、
ロ

シ
ア
は
ま
も
な
く
共
和
国
の
勢
力
を
駆
逐
し
ロ
マ
ノ
ブ
朝
が
貰
っ
た
。
北
方
で
は
、
ヴ
ァ
ー
サ
家
出
身
で
あ
っ
た
ジ
グ
ム
ン
ト
三
世
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
王
位
を
継
承
す
る
が
反
対
勢
力
に
よ
り
廃
位
さ
れ
、
共
和
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
開
戦
に
至
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
は
再
三
、
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
の
内
陸
部
に
ま
で
侵
入
し
国
土
の
多
く
を
躁
躍
し
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
長
い
戦
争
の
中
で
も
共
和
国
が
特
に
不
利
な
戦
況
に
あ
っ
た
一
六
五
五
一
六
学
年
を
指
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
で
は
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

洪
水
（
ポ
ト
プ
）
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
「
大
洪
水
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
で
「
廃
嘘
（
ル
イ
ー
ナ
）
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
に
重
な
っ
て
い
る
。
「
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

嘘
」
は
、
一
般
的
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
蜂
起
（
「
解
放
戦
争
」
「
コ
サ
ッ
ク
革
命
」
と
も
い
う
）
に
成
功
を
収
め
た
ヘ
ト
マ
ン
（
コ
サ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
軍
総
司
令
官
。
コ
サ
ッ
ク
共
同
体
の
首
長
を
兼
ね
る
）
、
ボ
ブ
ダ
ン
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
な
き
あ
と
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
内
憂
外
患
を
い
う
。
本
稿

で
問
題
と
す
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
「
廃
櫨
」
の
時
代
の
幕
を
開
け
た
ヘ
ト
マ
ン
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
最
大
の
功
績
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
合
意
成
立
へ
の
過
程
や
そ
の
内
容
、
さ
ら
に
は
研
究
動
向
に
踏
み
込
む
前
に
、
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き

　
⑤

た
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
は
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
や
や
も
す
る
と
神
話
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ホ
フ
ス

キ
ー
も
そ
の
コ
サ
ッ
ク
の
指
導
者
の
一
人
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
後
世
に
及
ぶ
カ
リ
ス
マ
性
に
お
い
て
は
ボ
ブ
ダ
ン
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
や
ペ

ト
ロ
・
ド
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
マ
ゼ
ッ
パ
ら
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
皮
肉
に
も
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
い
う
功
績
が
、
彼
に
「
親
ポ
ー
ラ
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ン
ド
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
英
雄
と
し
て
は
懐
疑
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
！
の
政
治
を
「
親
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
政
治
文
化
に
親
和
的
」
と
し
て
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
時
代
に
現
実
味
を

帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
共
和
国
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
に
対
す
る
裏
切
り
と
評
す
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
の
立
役

者
と
し
て
英
雄
視
さ
れ
る
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
に
関
し
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
共
和
国
か
ら
「
解
放
」
し
た
軍
事
的
功
績
と
と
も
に
、
後
の
ロ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
統
合
へ
の
布
石
「
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
（
エ
ハ
五
四
年
）
も
彼
に
帰
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
親
モ

ス
ク
ワ
」
「
親
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
前
面
に
出
て
、
相
反
す
る
政
策
を
と
っ
た
よ
う
に
み
え
が
ち
な
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
と
ヴ
ィ
ホ
フ

ス
キ
ー
で
あ
る
が
、
両
者
の
外
交
を
詳
細
に
検
討
し
た
近
年
の
研
究
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
晩
年
の
外
交
方
針
が
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
ハ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ヤ
チ
合
意
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
共
通
見
解
に
至
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヘ
ト
マ
ン
の
眼
中
に
あ
っ
た
の
は
共
和
国
と
モ
ス
ク
ワ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
、
な
ら
び
に
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
ワ
ラ
キ
ア
、
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
、
及
び
そ
れ
ら
の
背
後
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、

潜
在
的
な
同
盟
者
あ
る
い
は
敵
対
者
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
国
々
と
共
和
国
や
モ
ス
ク
ワ
の
関
係
が
変
化
す
る
に
応
じ
て
、
ヘ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

マ
ン
た
ち
は
目
ま
ぐ
る
し
く
外
交
路
線
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
も
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
も
周
辺
諸
国
と
の
同
盟
関
係
を
模
索
す
る
際
に
揺
れ
動
い
た
が
、
彼
ら
の
外
交
に
一
等
分
が
見
出
せ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
コ
サ
ッ
ク
政
体
の
独
立
の
確
保
、
も
し
く
は
独
立
へ
の
布
石
と
し
て
の
自
治
の
維
持
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
こ
そ
が
、
共
和
国
や
モ
ス
ク
ワ
と
の
数
々
の
和
平
協
定
や
臣
従
表
明
の
根
幹
に
あ
る
。

二
　
先
　
行
　
研
　
究

　
十
八
世
紀
以
降
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
進
ん
だ
の
は
、
共
和
国
へ
の
帰
順
を
謳
う
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
は
な
く
、
そ
の
四
年
前
に
ツ
ァ
ー
リ
へ
の
臣
従

を
表
明
し
た
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
の
示
す
針
路
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
に
は
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
（
ハ
リ
チ
ナ
）
を
除
く
ル
テ
ニ
ア
の
大
半
が
ロ
シ
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ア
帝
国
領
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
後
世
へ
の
影
響
は
、
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
比
べ
る
す
べ
も
な
い
。
し
か
し
、
実
現
さ
れ

る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
関
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
研
究
の
蓄
積
は
少
な
く
な
い
。
時
代
の
政
治
的
関
心
に

応
じ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
二
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
民
族
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

運
動
の
な
か
で
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
対
し
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
の
観
点
か
ら
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　
二
帝
国
の
支
配
の
末
期
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
学
研
究
の
黎
明
期
を
支
え
た
歴
史
家
た
ち
…
フ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
や
リ
ピ
ン
ス
キ
ー

ら
…
－
が
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
の
農
民
戦
争
の
要
素
を
重
視
し
た

フ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
と
ル
テ
ニ
ア
社
会
に
お
け
る
貴
族
の
役
割
を
重
視
し
た
リ
ピ
ン
ス
キ
ー
で
は
問
題
関
心
は
異
な
る
も
の
の
、
ハ
ジ
ャ
チ
合

意
を
基
本
的
に
貴
族
主
義
的
で
あ
る
と
考
え
、
貴
族
に
代
わ
る
別
の
エ
リ
ー
ト
層
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
は
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

現
の
可
能
性
が
低
か
っ
た
と
認
識
す
る
点
で
共
通
す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
属
し
た
時
期
に
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
つ
い
て
の
専
門
的
研
究
は
途
絶
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
甘
ん
じ
た
と
否
定
的
に
一
蹴
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
対
す
る
関
心
を
継
続
さ
せ
た
の
は
、
西
側
（
特
に
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

米
）
に
流
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
移
民
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
が
育
ん
だ
蟹
族
主
義
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
近
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
「
大
局
的
見
地
に
立
ち
」
か
つ
「
平
和
主
義
的
で
等
等
的
」
と
評
価
す
る
ホ
ロ
ベ
ツ
に
代
表

さ
れ
る
肯
定
的
立
場
か
ら
の
研
究
者
も
多
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
理
想
化
し
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
民
族
主
義
の
歴
史
観
の
逆

輸
入
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
そ
の
一
方
、
ス
モ
リ
ー
と
ス
テ
パ
ン
コ
フ
の
よ
う
に
、
手
ば
な
し
で
の
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
称
揚
に
水
を
差
す
見
解
も
あ
る
。

彼
ら
は
、
コ
サ
ッ
ク
の
国
家
を
キ
エ
フ
・
ル
シ
以
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
家
と
し
て
認
め
る
が
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
提
示
す
る
「
制
限
つ
き
自

治
」
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
の
ほ
う
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
よ
り
尊
重
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
「
独
立
」
「
自
治
」
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
に
主
眼
を
置
く
議
論
と
は
異
な
る
視
点
で
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
の
は
、

主
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
家
で
あ
っ
た
。
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
的
な
連
邦
史
観
の
文
脈
で
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
亡
命
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ラ
ン
ド
人
史
家
ハ
レ
ツ
キ
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
ル
ブ
リ
ン
合
同
を
完
成
さ
せ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
。
コ
ノ
プ
チ
ン
ス
キ
は
、
こ
の
合
意
が

共
和
国
の
議
会
で
批
准
さ
れ
た
こ
と
を
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化
の
成
熟
の
証
で
あ
る
と
み
な
す
。
北
米
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ス
ポ
ラ
の
プ
リ
ツ
ァ
ク
も
ま
た
、
貴
族
共
和
制
と
い
う
欄
限
を
前
提
に
す
る
と
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
上
稀
な
成
果
で
あ
る
と

、
⑱
。

レ
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
一
方
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
現
実
性
を
巡
っ
て
は
、
研
究
者
の
間
に
以
下
の
よ
う
な
不
一
致
が
み
ら
れ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
チ
マ
ル
チ
ク
は
、

ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
共
和
国
の
議
会
を
通
過
し
た
こ
と
を
評
し
、
こ
の
合
意
の
謳
う
連
邦
制
が
当
時
非
常
に
現
実
味
を
帯
び
た
構
想
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

考
え
る
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
家
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
は
、
議
会
で
批
准
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
コ
サ
ッ
ク
が
温
め
て
い
た
原
案
か
ら
後
退
し

て
い
る
と
し
て
、
議
会
で
の
批
准
を
評
価
し
な
い
。
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
は
カ
チ
マ
ル
チ
ク
と
は
逆
に
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
現
実
昧
に
乏
し
い
、
少

数
者
が
抱
い
た
幻
想
だ
と
考
え
た
。

　
貴
族
共
和
制
と
当
時
の
コ
サ
ッ
ク
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
実
態
が
相
容
れ
ず
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
現
実
味
を
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う

な
指
摘
と
も
相
通
じ
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
は
農
民
層
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
領
主
の
権
益
の
み
が
確
保
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
述
べ
る
ド

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
入
る
隙
を
与
え
た
と
考
え
る
。
プ
ロ
ヒ
ー
は
、
コ
サ
ッ
ク
が
貴
族
化
す
る
こ

ロ
ブ
は
、

　
　
　
　
こ
れ
が
結
局
ロ
シ
ア
に
対
す
る
期
待
感
を
生
み
、

と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
担
う
エ
リ
ー
ト
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
等
し
い
と
指
摘
す
る
。

　
こ
れ
ら
先
行
概
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
が
目
的
と
す
る
の
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
宗
派
的
要
素
に
着
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
テ
ニ
ア
固
有
の
国
家
形
成
を
謳
う
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
け
る
宗
派
の
要
素
は
、
ル
テ
ニ
ア
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
エ
ス
ノ
・
コ
ン
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
必
然
的
に
重
き
を
な
す
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
取
り
上
げ
る
教
会
の
問
題
に
つ
い
て
は
多

く
の
先
行
研
究
が
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
コ
サ
ッ
ク
が
正
教
の
庇
護
者
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
ブ
レ
ス
ト
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⑬

教
会
合
同
へ
の
否
定
的
な
姿
勢
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
宗
派
の
要
素
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
、
複
合
国
家
で
あ
る
共
和
国
を
成
り
立
た
し
め
た
「
合
同
（
連
邦
）
」
の
歴
史
に
お
い
て
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
い
か
な
る
時
代
的
・

地
域
的
特
徴
が
現
れ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
第
二
章
に
お
い
て
は
合
意
成
立
へ
の
過
程
と
合
意
の
内
容
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
比
較
の
視
点
を
導
入
し
て
合
意
の
分
析
を
行
い

た
い
。
な
お
、
第
三
章
で
行
う
比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
連
邦
史
的
な
視
点
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
の
「
ル
ブ
リ
ン

合
同
」
を
、
ま
た
同
時
代
の
コ
サ
ッ
ク
と
他
国
の
協
定
と
し
て
「
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
宗
派
の
問
題
を
重
視
す
る
立

場
か
ら
、
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
を
そ
の
列
に
加
え
た
い
。

①
ロ
シ
ア
・
ツ
ァ
ー
リ
の
位
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
位
を
維
持
で
き
れ
ば
、
ポ
ー
ラ

　
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
の
同
君
連
合
を
さ
ら
に
多
方
面
に
拡
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

　
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
正
教
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て

　
は
ル
タ
ー
派
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
主
に
対
す
る
抵
抗
を
後
押
し
し
た
。

②
「
大
洪
水
」
は
本
来
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
共
和
国
侵
攻
を
済
す
が
、
広
義
に
は
、

　
一
六
四
八
年
の
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
、
そ
れ
に
乗
じ
た
モ
ス
ク
ワ
軍
の
侵
入
、
さ
ら
に

　
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ラ
コ
ー
ツ
ィ
の
遠
征
ま
で
も
が
含
め
ら
れ
る
（
N
・
デ

　
イ
ヴ
ィ
ス
は
一
六
四
八
－
六
七
年
の
ス
パ
ン
を
と
る
。
O
国
託
①
P
瓢
こ
O
o
禽
阿
亀
－

　
讐
§
繕
》
募
、
。
並
駄
℃
ミ
§
9
＜
．
同
属
Φ
≦
ぎ
H
ぎ
6
。
。
卜
。
も
■
ま
膳
）
。

③
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
蜂
起
を
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
解
放
戦
争
」
と
呼
ぶ
の
は
ソ
連
時

　
代
の
～
九
六
〇
年
代
に
始
ま
り
、
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
。
罠
ざ
ω
ご
寒
ミ
§
中
事
麺
征
馬
翁
沁
愚
蓋
。
・
§
ミ
職
§
い
ミ
き
軸
℃
禽
ひ
↓
霞
8
8
－

　
ゆ
露
静
す
い
O
温
O
P
卜
Ω
O
O
G
◎
（
以
下
寒
ミ
§
恥
骨
陶
器
鴇
織
と
略
）
も
O
b
8
山
O
O
◎
．
「
ウ

　
ク
ラ
イ
ナ
：
不
イ
シ
ョ
ン
の
革
命
」
（
9
δ
滋
雨
b
d
．
〉
ご
O
日
。
昌
臣
閑
8
》
b
⇒
b
．
“

　
ぎ
黛
慧
き
§
蓬
鼠
呈
§
守
蓬
遠
s
ミ
o
N
黛
謹
。
ミ
貸
鐙
。
。
－
竈
§
㌧
内
三
印
”

　
お
㊤
㊤
）
あ
る
い
は
「
コ
サ
ッ
ク
の
革
命
」
（
凶
累
o
b
コ
。
翼
。
》
頃
↓
§
§
8
、
嵩
§
鞭

　
o
竜
巴
ま
。
象
亀
ミ
ミ
衛
、
§
ま
。
ヒ
＆
爵
さ
州
ξ
ミ
ざ
♪
呼
。
崔
・
臨
書
淵
戸
田
”
蔭
b
さ
”

　
8
0
ρ
O
■
。
。
誌
山
江
）
と
い
っ
た
呼
称
も
ま
た
近
年
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
（
英
語
に

　
よ
る
通
史
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
。
落
書
。
α
q
o
o
玖
℃
面
こ
毎
冬
8
奄
ミ
§
§
賊
℃
墨

　
8
0
増
8
8
L
8
0
．
）
。

④
「
廃
嘘
」
の
縁
坐
研
究
で
は
第
～
人
者
と
い
え
る
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
は
、
「
廃

　
櫨
」
を
「
現
象
と
い
う
よ
り
時
代
」
と
し
て
定
義
す
る
。
彼
女
に
よ
る
と
、
「
廃

　
櫨
」
は
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
即
位
（
一
六
五
七
年
）
に
は
じ
ま
り
、
北
方
戦
争
に

　
加
わ
っ
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
マ
ゼ
ッ
パ
の
即
位
（
～
六
八
七
年
）
で
終
わ
る
。

　
露
岩
田
畠
P
門
こ
箒
ミ
ま
§
凄
ξ
ミ
ゐ
恥
押
型
ミ
§
ミ
。
b
§
馬
と
象
、
o
ミ
こ
亀
k
§

　
o
ミ
。
ミ
ミ
ミ
浅
智
因
ミ
黛
ミ
こ
嵩
。
ぎ
ミ
臭
等
ぎ
♪
内
診
じ
。
弘
ゆ
℃
G
。
．
マ
ゼ
ッ
パ
の
ロ
シ

　
ア
に
対
す
る
敗
北
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
治
に
は
漸
次
制
限
が
加
え
ら
れ
て

　
終
焉
へ
向
か
い
（
一
七
六
四
年
に
ヘ
ト
マ
ン
制
が
撤
廃
さ
れ
、
八
一
年
に
は
行
政

　
管
区
と
し
て
の
部
隊
制
が
廃
止
、
八
三
年
に
は
軍
事
制
度
と
し
て
の
部
隊
制
が
廃

　
止
さ
れ
、
～
七
八
五
年
に
は
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
が
ロ
シ
ア
帝
国
貴
族
に
統
合
さ
れ

　
る
）
、
ロ
シ
ア
の
直
轄
地
（
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
い
て
門
小
ロ
シ
ア
」
と
呼
ば
れ

　
た
）
と
な
る
。

⑤
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
集
を
参
照
。
壷
屋
～
圃
．
㌔
臣
？

　
①
。
」
甲
盤
切
こ
8
0
9
①
美
ρ
［
（
℃
聲
’
）
“
§
龍
避
題
ミ
紀
竜
騒
慧
6
実
§
竃
ミ
窪
§
ミ
Q
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「ハジャチ合意」（一六五八一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

　
q
壱
＆
富
窺
よ
窺
切
ま
斡
O
恥
q
ミ
S
N
O
◎
O
富
自
定
型
6
窺
装
O
無
轟
q
g
u
竃
碇
亀
貸
ま
頴
N
亀
愚
㌧
囚
三
甲

　
員
呂
田
り
純
O
置
（
以
下
§
融
憩
。
§
匿
と
略
）
”
O
．
卜
。
ω
山
。
。
旧
顛
栄
。
雪
畠
P
愚
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禽
計

　
O
b
も
Q
O
山
㎝
野

⑥
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
を
通
じ
、
「
兄
弟
民
族
」
と
さ
れ

　
た
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
友
好
を
象
徴
す
る
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
に
多
大
な
関

　
心
が
傾
け
ら
れ
、
フ
メ
り
ニ
ツ
キ
ー
の
功
績
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
独
立

　
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
歴
史
認
識
、
偉
大
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
ダ
…
と
し

　
て
の
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
i
観
に
も
影
響
し
て
い
る
。

⑦
ぬ
容
¢
。
自
b
・
9
。
》
S
し
3
℃
8
号
α
旧
密
。
N
§
目
。
甚
＾
こ
こ
し
腎
ミ
N
§
“
・
O
ぎ
ミ
§
貢

　
≦
δ
O
訂
ξ
糟
お
。
◎
◎
Q
…
冠
二
丁
巴
N
訂
O
N
δ
切
Q
o
“
際
O
互
8
＝
α
Q
O
留
O
N
《
コ
O
芝
叫
琶
魅
旧

　
弩
弓
N
§
霧
ミ
Q
量
切
燵
竜
q
神
ミ
§
§
§
ミ
ら
欝
“
。
噛
H
㊤
置
（
以
下
引
臼
N
｝
巴
N
ド
O
㎝
o
。
と

　
略
）
二
α
こ
鋼
Φ
§
固
器
冨
暴
≦
饗
7
0
≦
ω
臨
①
α
q
o
費
。
ぴ
a
巴
合
幻
N
①
o
N
巻
。
呂
。
目
量
↓
殴
9
α
q
国

　
累
鷲
O
山
ひ
≦
讐
b
弓
噛
ミ
鴨
心
乱
q
瀞
ミ
賊
遷
O
§
§
ミ
趣
”
9
卜
◎
O
O
g
O
竃
O
邑
潜
d
d
■
〉
；
O
円
O
口
自
。
＝
寄

　
o
自
6
”
o
ロ
．
○
▼
ξ
血
道
＄
潔
霜
◎
§
ミ
ミ
馬
誕
窺
＆
§
㍉
尋
。
曾
§
ミ
魯
竜
準
蔓
e
壱
窺
凄
工
蔚

　
爵
。
』
§
（
3
5
驚
§
む
§
（
費
囚
三
戸
H
¢
㊤
鴫
（
以
下
ξ
霜
ぎ
專
蓬
◎
§
§
二
号
＆
§
と

　
略
）
に
詳
し
い
。

⑧
後
続
の
ヘ
ト
マ
ン
、
例
え
ば
ユ
ー
リ
ー
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
や
パ
ヴ
ロ
・
テ
テ

　
リ
ャ
に
し
て
も
同
様
で
、
特
に
ペ
ト
ロ
・
ド
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の

　
臣
従
構
想
（
一
六
六
九
年
の
コ
ル
ス
ン
の
ラ
ー
ダ
）
で
知
ら
れ
る
。
囲
程
遜
鉾

　
竃
こ
ミ
薄
G
◎
ミ
こ
む
画
、
窺
O
o
6
、
映
。
恥
ミ
（
ミ
ζ
晒
。
、
ミ
蕊
。
尋
§
謎
ミ
ざ
ミ
魯
望
実
Φ

　
曾
結
ミ
嵩
。
』
o
Φ
ミ
ミ
謹
－
誕
窺
嵩
。
蓉
ミ
ま
k
謹
。
§
o
ミ
ミ
ミ
き
白
雲
0
5
り
ト
ρ
O
O
ρ

　
O
・
b
σ
心
り
－
b
⊃
c
Q
卜
⊃
’

⑨
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
の
ブ
ジ
ノ
フ
ス
キ
t
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
最
初
の

　
ネ
イ
シ
ョ
ン
意
識
の
発
露
で
あ
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
申
で
も
最

　
も
先
進
的
で
あ
っ
た
と
評
す
る
。
コ
サ
ッ
ク
が
三
県
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
西
方

　
の
諸
県
、
す
な
わ
ち
「
霧
笛
収
地
」
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ネ
イ
シ

　
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
の
観
点
か
ら
み
て
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
西
欧
で
も
統
合

　
が
遅
れ
た
諸
国
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
先
ん
じ
て
い
た
こ
と
の
証
明
と
考
え
た
。

　
切
団
七
畏
霞
。
し
6
0
因
＝
芦
ゆ
↓
寒
O
ミ
（
ぴ
ミ
嵩
o
o
ミ
紀
』
麺
§
門
へ
賊
凝
ミ
寒
｛
亀
訟
b
σ
§
o
零
弐
ミ
憾

　
玉
ミ
説
衛
ミ
ミ
植
員
ぴ
◎
5
冨
》
H
り
O
メ

⑩
員
叢
塁
。
実
誌
Ψ
b
ゴ
こ
ξ
ミ
ぎ
凌
窺
隷
避
§
婁
こ
象
鳶
題
”
b
ゴ
貫
窪
ダ
お
ト
。
O
い

　
門
℃
冤
厳
。
国
。
ず
困
鶯
芦
ζ
6
こ
腎
ミ
選
執
論
ξ
ミ
ざ
ヤ
ミ
塗
》
月
．
×
“
囚
巴
。
コ
Ψ
お
ω
9

⑪
記
念
祭
典
が
国
家
行
事
と
さ
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
最
高
指
導
者
が
キ
エ
フ
を
訪
れ

　
て
称
え
た
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
は
対
照
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
。
近
年
の
ペ
レ
ヤ

　
ス
ラ
フ
協
定
記
念
行
事
に
つ
い
て
は
、
光
吉
淑
江
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
員
縣
か

　
「
隣
人
」
か
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
的
変
遷
」
（
平
成

　
十
九
年
度
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
門
拡
大
す
る
東
欧
」
）

　
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
耳
ε
ミ
鐙
？
F
ω
冨
く
ケ
。
一
（
鼠
巴
釦
ρ
這
π
o
急
く
b
。
O
O
刈
＼
訊
班
ξ
o
ω
甑
．

　
8
h
九
頁
）
。

⑫
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
歴
史
家
の
間
で
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
巡
っ

　
て
は
、
オ
ギ
エ
ン
コ
（
府
主
教
イ
ラ
リ
オ
ン
）
の
否
定
的
見
解
よ
り
む
し
ろ
ド
ミ

　
ト
ロ
・
ド
ロ
シ
ェ
ン
コ
に
代
表
さ
れ
る
好
意
的
評
価
が
主
流
で
あ
る
。
○
門
び
夷
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H
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ξ
亀
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串
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窺
よ
§
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憩
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⑱
し
か
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
対
し
て
は
、
よ
り
早
い
段
階
で
（
二
十
一
数
十
年

　
早
く
）
世
に
出
れ
ば
実
現
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
（
つ
ま
り
、
遅
す
ぎ
た
）
こ
と

　
を
指
摘
す
る
声
も
多
い
。
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①
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第
二
章
　
　
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
の
成
立
－
共
和
国
と
コ
サ
ッ
ク
問
題

「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
ま
で
一
共
和
国
、
モ
ス
ク
ワ
と
の
協
定

　
一
六
四
八
年
の
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
が
共
和
国
軍
を
圧
倒
す
る
と
、
共
和
国
は
、
辺
境
地
域
で
軍
組
織
を
ベ
ー
ス
と
す
る
独
自
の
行
政
を
敷
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
に
な
っ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
コ
サ
ッ
ク
集
団
の
問
題
を
、
も
は
や
後
済
し
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
。
共
和
国
が
公
認
し
、
国
防
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

わ
せ
る
代
わ
り
に
俸
給
を
支
払
う
「
登
録
コ
サ
ッ
ク
」
の
制
度
で
は
、
肥
大
し
た
コ
サ
ッ
ク
集
団
を
収
拾
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

周
辺
諸
国
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
国
内
の
治
安
と
コ
サ
ッ
ク
の
軍
事
力
を
是
が
非
で
も
確
保
し
た
い
共
和
国
と
、
既
成
事
実
で
あ
る
自
治
の
公

認
を
要
求
す
る
コ
サ
ッ
ク
は
、
軍
事
衝
突
を
収
束
さ
せ
る
度
に
和
平
協
定
を
結
び
、
コ
サ
ッ
ク
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
統
治
を
体
制
化
す
る
た
め

の
妥
協
案
を
模
索
し
た
。

　
「
ズ
バ
ラ
シ
の
戦
い
」
（
一
六
四
九
年
）
で
は
、
コ
サ
ッ
ク
が
共
和
国
軍
の
籠
る
城
を
陥
落
さ
せ
る
寸
前
に
、
同
盟
し
て
い
た
ク
リ
ム
・
ハ
ン

国
が
単
独
で
共
和
国
と
講
和
し
た
た
め
、
コ
サ
ッ
ク
も
後
に
続
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
結
ば
れ
た
の
は
「
ズ
ボ
リ
フ
合
意
」

　
　
　
　
③

（
同
年
八
月
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
コ
サ
ッ
ク
が
共
和
国
よ
り
取
り
付
け
た
条
件
は
、
登
録
コ
サ
ッ
ク
数
を
四
万
と
す
る
こ
と
、
コ
サ
ッ
ク
統
治
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の
領
域
の
確
定
（
そ
の
領
域
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
軍
の
管
轄
外
と
な
る
）
、
コ
サ
ッ
ク
の
自
由
（
直
接
的
に
は
領
主
に
属
さ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
他
既
得
の
諸
権
利
を
も
含
む
）
、
共
和
国
に
対
す
る
蜂
起
参
加
者
へ
の
恩
赦
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
ア
レ
ン
ダ
や
居
住
自
体
の
禁
止
、
全
共
和
国

で
の
教
会
合
同
の
廃
絶
、
正
教
会
キ
エ
フ
府
主
教
の
元
老
院
議
席
獲
得
、
キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
の
三
尉
に
お
け
る
官
職
保

有
の
正
教
徒
へ
の
限
定
、
さ
ら
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
キ
エ
フ
進
出
の
禁
止
で
あ
る
。
た
だ
し
旧
来
か
ら
の
領
主
の
権
益
は
守
ら
れ
、
蜂
起
の
さ
な

か
に
コ
サ
ッ
ク
に
よ
り
占
拠
さ
れ
た
領
地
や
資
産
は
、
元
の
持
ち
主
に
返
却
さ
れ
る
。

　
こ
の
合
意
が
実
現
さ
れ
る
間
も
な
く
、
再
び
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
と
組
ん
で
共
和
国
軍
と
対
立
し
た
コ
サ
ッ
ク
は
、
「
ベ
レ
ス
テ
チ
コ
の
戦
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（～

Z
五
～
年
）
で
大
敗
を
喫
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
戦
い
を
終
結
さ
せ
る
「
ピ
ー
ラ
ー
・
ツ
ェ
ル
ク
ヴ
ァ
合
意
」
（
岡
年
九
月
）
に
お
い
て
コ
サ

ッ
ク
の
要
求
は
、
ズ
ボ
リ
フ
合
意
と
比
較
し
て
大
き
く
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
登
録
コ
サ
ッ
ク
数
は
二
万
に
減
ら
さ
れ
、
そ
の
居
住
地

は
キ
エ
フ
県
の
、
し
か
も
王
領
地
に
限
定
さ
れ
、
中
で
も
キ
エ
フ
市
内
で
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
（
具
体
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）
。
正
教
会

の
資
産
は
維
持
さ
れ
る
が
、
高
位
聖
職
者
の
国
制
上
の
地
位
は
要
求
さ
れ
ず
、
コ
サ
ッ
ク
が
追
放
を
求
め
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
土
地
管
理

は
旧
来
ど
お
り
と
認
め
ら
れ
た
。

　
共
和
国
と
対
暮
す
る
に
あ
た
り
、
コ
サ
ッ
ク
は
同
盟
者
を
必
要
と
し
た
が
、
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
と
長
期
的
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
、
そ
の
他
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
保
護
国
と
の
協
力
関
係
を
築
こ
う
と
試
み
る
も
、
こ
と
ご
と
く
成
功
し
な
か
っ
た
。
安
定
し
た
同
盟
関
係
を

求
め
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
は
宗
派
を
同
じ
く
す
る
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
に
活
路
を
見
出
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
自
治
を
条
件
に
ツ
ァ
ー
リ
へ
の
臣
従
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

申
し
出
た
。
こ
れ
が
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
し
て
歴
史
に
残
る
出
来
事
で
あ
る
。
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
の
原
本
と
み
ら
れ
る
文
書
「
三
月
条

項
」
に
関
し
て
は
、
後
に
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
の
比
較
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

　
次
節
で
は
、
コ
サ
ッ
ク
と
共
和
国
と
の
関
係
に
立
ち
戻
り
、
本
題
で
あ
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
成
立
過
程
を
み
て
い
く
。
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二
　
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
の
成
立
へ

　
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
は
晩
年
、
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
を
頼
み
と
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
の
有
効
性
に
疑
問
を
抱
き
、
別
の
道

を
模
索
し
て
い
た
。
お
り
し
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
共
和
国
に
軍
事
干
渉
す
る
な
か
、
共
和
国
に
と
っ
て
コ
サ
ッ
ク
の
軍
事
力
を
確
保
す
る
こ
と

が
切
実
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
要
求
を
共
和
国
に
提
示
す
る
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
は
チ
ヒ
リ
ン
（
ヘ

ト
マ
ン
政
権
の
実
質
上
の
所
在
地
）
で
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
城
代
カ
ジ
ミ
エ
シ
ュ
・
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ビ
ェ
ニ
ェ
フ
ス
キ
と
会
見
し
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
王
ヤ
ン
ニ
世
カ
ジ
ミ
エ
シ
ュ
と
の
交
渉
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
は
～
六
五
七
年
に
病
没
し
、
共
和
圏
と
の
交
渉
は
後
継

の
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
に
委
ね
ら
れ
た
。

　
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
書
記
官
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
没
後
、
後
継
者
と
目
さ
れ
た
子
の
ユ
ー
リ
ー
が
成
人
す
る

ま
で
の
あ
い
だ
、
暫
定
的
に
ヘ
ト
マ
ン
職
に
就
く
。
し
か
し
不
安
定
な
内
外
情
勢
を
危
ぶ
む
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
の
声
は
、
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
の

本
来
暫
定
的
な
立
場
を
一
転
さ
せ
、
彼
は
ユ
ー
リ
ー
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
に
代
わ
る
べ
き
首
長
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
は
、
モ
ス
ク
ワ
と
の
関
係
は
絶
た
ぬ
ま
ま
、
し
か
し
モ
ス
ク
ワ
の
影
響
力
を
退
け
る
意
向
で
、
配
下
の
パ
ヴ
ロ
・
テ
テ
リ

ャ
や
ユ
ー
リ
ー
・
ネ
ミ
リ
チ
を
参
謀
に
、
共
和
国
と
の
交
渉
に
入
る
。
し
か
し
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
統
治
の
初
期
か
ら
既
に
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
ェ
の

ア
タ
マ
ン
（
長
）
で
あ
っ
た
ヤ
コ
フ
・
バ
ラ
バ
シ
と
ボ
ル
タ
ヴ
ァ
部
隊
の
隊
長
マ
ル
チ
ィ
ン
・
プ
シ
カ
リ
を
中
心
と
す
る
親
モ
ス
ク
ワ
勢
力
と

の
間
に
は
亀
裂
が
あ
り
、
共
和
国
と
の
交
渉
は
コ
サ
ッ
ク
全
体
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
へ
向
け
て
の
準
備
が

行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
も
、
モ
ス
ク
ワ
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
度
々
侵
犯
し
、
下
層
コ
サ
ッ
ク
を
中
心
に
支
持
を
集
め
て
い
た
。
一
方
、
ス
ウ

ェ
1
デ
ン
と
の
停
戦
に
こ
ぎ
つ
け
た
共
和
国
が
コ
サ
ッ
ク
と
モ
ス
ク
ワ
の
同
盟
を
恐
れ
て
コ
サ
ッ
ク
と
の
交
渉
に
積
極
的
に
取
り
組
み
始
め
た

こ
と
は
、
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
政
権
が
権
力
基
盤
を
固
め
る
好
機
で
あ
っ
た
。
一
六
五
八
年
、
コ
サ
ッ
ク
は
か
っ
て
な
く
有
利
な
立
場
で
共
和
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
対
す
る
要
求
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
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ハ
ジ
ャ
チ
で
の
合
意
に
先
立
ち
、
こ
の
年
の
初
夏
、
メ
ジ
リ
チ
の
地
で
テ
テ
リ
ャ
が
代
表
と
な
っ
て
共
和
国
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
居
合

わ
せ
た
ポ
ズ
ナ
ン
知
事
ヤ
ン
・
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
回
想
に
依
拠
す
る
と
、
メ
ジ
リ
チ
で
既
に
、
蜂
起
参
加
者
へ
の
恩
赦
、
正
教
会
の
権
限
の
確

認
、
正
教
会
主
教
へ
の
元
老
院
議
席
の
付
与
、
正
教
上
都
市
民
と
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
民
と
が
対
等
で
あ
る
こ
と
、
コ
サ
ッ
ク
の
特
権
維
持
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

エ
フ
に
大
学
（
ア
カ
デ
ミ
ー
）
を
設
け
る
こ
と
、
ヘ
ト
マ
ン
選
出
法
な
ど
の
内
容
が
コ
サ
ッ
ク
の
側
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
で
合
意
が
成
立
し
た
の
は
九
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
合
意
の
文
書
は
、
ネ
ミ
リ
チ
を
中
心
に
コ
サ
ッ
ク
側
が
原
案
を
準
備
し
、

こ
れ
に
共
和
国
側
の
ビ
ェ
ニ
ェ
フ
ス
キ
と
ス
モ
レ
ン
ス
ク
城
代
カ
ジ
ミ
エ
シ
ュ
・
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
イ
ェ
ヴ
ワ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
修
正
要
求
を
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
が
ら
、
完
成
へ
と
至
っ
た
。
こ
れ
が
改
訂
を
経
て
一
六
五
九
年
五
月
二
十
二
日
半
共
和
国
の
議
会
で
批
准
さ
れ
た
。
議
会
で
批
准
さ
れ
た
も

の
は
現
存
し
複
数
の
刊
行
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
案
は
現
存
し
な
い
。
失
わ
れ
た
原
案
の
内
容
を
推
測
、
再
構
築
し
、
議
会
批
准

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
の
が
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
で
あ
る
。
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
同
時
代
人
で
あ
る
フ
ィ
リ
モ
ノ

ヴ
イ
チ
、
ル
ダ
フ
ス
キ
、
ミ
ハ
ロ
フ
ス
キ
、
ト
フ
ァ
ル
ド
フ
ス
キ
、
イ
ェ
ル
リ
チ
、
コ
ホ
フ
ス
キ
ら
に
よ
る
要
約
や
歴
史
叙
述
、
年
代
記
叙
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
元
に
、
原
案
の
内
容
を
推
測
し
て
い
る
。

　
苦
節
で
は
、
議
会
批
准
版
に
依
拠
し
、
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
の
指
摘
す
る
原
案
と
の
相
違
に
触
れ
な
が
ら
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
詳
細
に
立
ち
入
っ

　
　
　
⑬

て
み
た
い
。

三
　
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
の
内
容

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
先
立
つ
ズ
ボ
リ
フ
合
意
や
ピ
ー
ラ
ー
・
ツ
ェ
ル
ク
ヴ
ァ
合
意
に
比
較
し
て
、
よ
り
詳
細
か
つ
具
体
的
で
、
分
量
だ
け
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

み
て
も
か
な
り
増
幅
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
冒
頭
で
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
で
の
合
意
に
携
わ
っ
た
当
事
者
の
名
が
上
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
和
国
の
代
表
で
あ
る
（
議
会
の
中
か
ら
国
王
が

委
員
と
し
て
任
命
、
全
権
を
委
任
し
た
）
ビ
ェ
ニ
ェ
フ
ス
キ
、
イ
ェ
ヴ
ワ
シ
ェ
フ
ス
キ
と
、
コ
サ
ッ
ク
を
代
表
す
る
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
並
び
に
全
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ザ
ポ
ロ
ー
ジ
ェ
軍
で
あ
る
。
以
下
、
次
の
よ
う
な
文
が
続
く
。
「
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
ェ
・
コ
サ
ッ
ク
が
自
ら
の
身
を
守
る
行
為
に
出
た
（
共
和
国
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
蜂
起
の
こ
と
）
の
は
、
好
ん
で
の
こ
と
で
は
な
く
、
様
々
な
窮
状
故
に
や
む
な
く
」
と
釈
明
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
わ
れ
ら
が
慈

悲
深
い
鱈
主
、
国
王
陛
下
は
、
起
こ
っ
た
こ
と
全
て
を
父
の
心
で
も
っ
て
赦
し
、
我
々
を
統
一
へ
と
呼
び
か
け
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
和
平
は

恒
久
に
続
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
具
体
的
な
和
平
の
条
件
、
す
な
わ
ち
コ
サ
ッ
ク
の
共
和
国
へ
の
帰
順
の
条
件
が
、
七
つ
の
項
目
に
分
け
述
べ
ら
れ
て
い
く
。
重
要

な
議
題
は
複
数
項
目
に
渡
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
項
目
順
に
、
そ
の
内
容
を
一
覧
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
い
て
重
き
を
置
か
れ
、
最
優
先
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
正
教
会
の
問
題
で
あ
る
。
ズ
ボ
リ
フ
合
意
、
ピ
ー
ラ
ー
・

ツ
ェ
ル
ク
ヴ
ァ
合
意
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
と
も
に
、
コ
サ
ッ
ク
自
治
の
問
題
の
あ
と
に
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
は
、
冒
頭
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
も
よ
り
多
岐
に
わ
た
り
、
文
章
全
体
に
占
め
る
比

重
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
従
来
、
共
和
国
に
お
け
る
正
教
会
は
、
ル
テ
ニ
ア
最
大
の
教
会
で
あ
り
な
が
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
よ
う
な

政
治
的
特
権
を
持
た
ず
、
さ
ら
に
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
以
降
の
合
同
教
会
と
の
分
裂
・
対
立
は
、
ル
テ
ニ
ア
の
人
々
が
共
和
国
に
抱
く
不
満
の

　
　
　
　
　
　
⑯

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
第
～
項
目
に
よ
る
と
、
正
教
会
は
、
ル
テ
ニ
ア
の
平
語
圏
内
（
「
ル
シ
の
こ
と
ば
が
話
さ
れ
る
地
」
）
で
の
特
権
と
礼
拝
を
保

証
さ
れ
、
教
会
・
修
道
院
の
建
物
の
建
造
・
修
復
の
権
利
、
古
来
か
ら
の
資
産
を
保
持
す
る
権
利
を
持
つ
。
第
一
項
目
が
正
教
会
に
保
証
す
る

こ
れ
ら
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
や
合
同
教
会
、
も
し
く
は
カ
ト
リ
ッ
ク
領
主
か
ら
の
圧
力
で
脅
か
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
宗
派
に
関
す
る
記
述
は
第
一
項
目
に
限
ら
ず
複
数
の
項
目
に
現
れ
て
い
る
が
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
教
会
合
同
に
対
す
る
立
場
は
一
貫
し
て
否

定
的
で
あ
る
。
ル
テ
ニ
ア
公
国
に
お
い
て
公
認
さ
れ
る
の
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
の
み
で
あ
る
。
い
か
な
る
聖
俗
の
有
力
者
も
、
合

同
教
会
の
施
設
を
建
立
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
暴
露
・
私
領
を
問
わ
ず
、
合
同
教
会
は
資
産
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ズ
ボ
リ
フ
合
意
で
は

教
会
合
同
の
全
廃
が
、
ま
た
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
の
推
測
す
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
原
案
に
お
い
て
も
全
廃
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
議
会
で
批
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准
さ
れ
た
文
書
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
合
同
教
会
の
聖
職
録
と
資
産
の
正
教
会
へ
の
返
還
要
求
も
、
や
は
り
交
渉
の
過
程
で
撤
圓
さ
れ
た
。

　
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
特
権
的
立
場
は
変
わ
ら
な
い
が
、
世
俗
の
カ
ト
リ
ッ
ク
領
主
は
、
正
教
会
聖
職
者
に
対
す
る
司
法
権
を
失
う

こ
と
に
な
る
。
正
教
会
キ
エ
フ
府
主
教
と
ル
ッ
ク
、
リ
ヴ
ィ
ウ
、
プ
シ
ェ
ミ
シ
ル
、
ヘ
ウ
ム
、
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
各
主
教
は
、
席
次
こ
そ
各
々

対
応
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
に
次
ぐ
も
の
の
、
元
老
院
に
議
席
を
持
つ
。
ル
テ
ニ
ア
で
の
正
教
会
の
優
位
を
確
保
す
る
た
め
、
世
俗
の
任
官
に

も
制
限
が
加
え
ら
れ
る
。
キ
エ
フ
県
で
は
、
元
老
院
身
分
の
官
職
に
は
、
正
教
貴
族
の
み
が
就
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
県
と
チ

ェ
ル
ニ
ゴ
フ
県
に
お
い
て
は
、
正
教
貴
族
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
が
交
代
で
就
任
す
る
。
原
案
で
は
キ
エ
フ
県
の
み
な
ら
ず
全
三
士
で

官
職
を
正
教
徒
が
専
有
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
が
、
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
三
道
に
共
通
し
て
、
密
職
保
有
は
地
元
出
身
者
に
限
ら
れ
る
。

都
市
に
お
い
て
も
、
正
教
徒
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
は
と
も
に
自
由
で
対
等
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
布
参
事
会
が
正
教
徒
都
市
民
に
も
開

か
れ
る
。

　
正
教
の
教
育
機
関
の
最
高
峰
、
キ
エ
フ
の
コ
レ
ギ
ウ
ム
（
府
主
教
ペ
ト
ロ
・
モ
ヒ
ラ
の
名
を
冠
し
て
知
ら
れ
る
）
は
大
学
（
ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
昇
格

し
、
ク
ラ
ク
フ
大
学
と
は
同
格
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
ク
ラ
ク
フ
大
学
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
ヴ
ィ
ル
ノ
（
ヴ
ィ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ニ
ュ
ス
）
大
学
と
並
び
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
も
大
学
を
擁
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
正
教
の
教
育
…
豚
肉
が
大
学
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
大
き

い
。
さ
ら
に
こ
の
項
目
は
、
ル
テ
ニ
ア
が
も
う
一
つ
別
の
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
定
め
て
い
る
。
但
し
両
大
学
と
も
、
セ
ク
ト

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
諸
派
を
指
す
）
の
教
員
・
学
生
を
採
ら
な
い
こ
と
を
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
競
合
相
手
と
な
る
で
あ
ろ
う
イ
エ
ズ
ス
三
等
の

教
育
機
関
は
、
両
大
学
の
所
在
地
か
ら
は
撤
退
す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
原
案
で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
の
キ
エ
フ
か
ら
の
撒
退
が
要

求
さ
れ
て
い
た
が
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
初
等
・
中
等
教
育
機
関
や
出
版
所
は
、
「
王
の
威
厳
を
辱
め
る
こ
と
な
く
」
ま
た
「
国
王
陛
下
を
文

書
で
中
傷
し
な
い
」
と
の
条
件
で
、
自
由
に
設
立
・
運
営
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
項
で
正
教
会
の
諸
特
権
が
確
認
さ
れ
た
後
、
第
二
項
目
以
降
で
は
コ
サ
ッ
ク
の
権
利
が
主
張
さ
れ
る
。
蜂
起
に
参
加

し
た
者
に
対
す
る
恩
赦
が
下
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
ひ
き
か
え
に
、
蜂
起
に
よ
り
コ
サ
ッ
ク
が
獲
得
し
て
い
た
土
地
や
資
産
は
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
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な
い
。
す
な
わ
ち
目
指
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
蜂
起
以
前
の
状
態
へ
の
回
帰
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
主
の
支
配
が
復
活
す
る
も
の
の
、
ル
テ
ニ
ア
は
固
有
の
国
家
の
枠
組
み
を
得
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
、
リ
ト
ア
ニ

ア
大
公
国
と
と
も
に
共
和
国
の
構
成
国
と
な
る
。
そ
し
て
、
旧
来
の
在
地
貴
族
に
加
え
、
新
た
に
コ
サ
ッ
ク
の
上
層
部
が
共
和
国
の
貴
族
－

「
国
民
瞥
賃
O
巳
…
一
と
し
て
、
宗
派
の
相
違
に
よ
ら
ず
、
議
会
参
加
・
裁
判
権
・
君
主
選
挙
権
の
点
で
対
等
と
な
る
。

　
第
三
項
目
で
は
、
コ
サ
ッ
ク
登
録
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
登
録
数
は
三
万
名
と
さ
れ
、
登
録
を
担
当
す
る
の
は
ヘ
ト
マ
ン
で
あ
る
。
コ
サ

ッ
ク
側
の
原
案
で
は
当
初
六
万
名
で
あ
っ
た
。
ヘ
ト
マ
ン
は
ま
た
、
傭
兵
を
一
万
名
ま
で
擁
す
る
こ
と
が
で
き
、
登
録
コ
サ
ッ
ク
・
傭
兵
と
も

に
、
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
。
コ
サ
ッ
ク
の
駐
屯
地
は
、
キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
三
子
の
ほ
か
に
、
蜂
起
以
前
か
ら
常
駐
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
い
た
場
所
ま
で
も
が
認
め
ら
れ
る
。
コ
サ
ッ
ク
は
自
由
と
慣
習
を
保
ち
、
王
領
地
の
借
地
人
・
管
理
人
に
よ
る
徴
税
を
免
除
さ
れ
る
ば
か
り

か
、
賦
役
義
務
も
免
除
さ
れ
る
。
免
税
と
賦
役
義
務
免
除
は
と
も
に
貴
族
の
特
権
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
コ
サ
ッ
ク
が
共
和
国
の
身
分
序
列

に
お
い
て
農
民
よ
り
上
位
に
、
す
な
わ
ち
特
権
身
分
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
ヘ
ト
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
国
王
に
推
薦
す
る
コ
サ
ッ
ク
（
各
部
隊
か
ら
百
名
ず
つ
）
は
、
貴
族
身
分
に
叙
さ
れ
る
。
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
領
域
と
定
め
ら
れ
た
キ
エ
フ
、
ブ

ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
三
県
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
・
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
軍
が
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
常
時
に
王
国
軍
が
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
王
国
軍
司
令
官
で
は
な
く
コ
サ
ッ
ク
の
ヘ
ト
マ
ン
が
総
指
揮
を
と
る
。

　
第
四
項
目
で
は
、
ヘ
ト
マ
ン
の
職
が
終
身
制
で
、
三
県
の
主
席
元
老
院
議
員
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ヘ
ト
マ
ン
の
選
出
に
つ
い
て
、
三
野
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

諸
身
分
が
選
出
し
た
四
名
の
中
か
ら
国
王
が
指
名
し
て
決
ま
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
キ
エ
フ
に
造
幣
局
が
設
け
ら
れ
、
貨
幣
に
は
等

価
の
金
属
が
用
い
ら
れ
、
国
王
の
顔
が
刻
印
さ
れ
る
。

　
こ
の
項
目
で
は
ま
た
、
三
国
民
の
敵
は
共
通
の
敵
で
あ
る
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
、
対
モ
ス
ク
ワ
戦
の
可
能
性
や
コ
サ
ッ
ク
の
黒
海
航
行
問

題
に
つ
い
て
若
干
の
記
述
が
あ
る
。
コ
サ
ッ
ク
に
よ
る
黒
海
経
由
で
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
侵
犯
は
、
共
和
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
外
交
問
題

で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
コ
サ
ッ
ク
が
占
拠
し
て
い
る
動
産
・
不
動
産
の
か
つ
て
の
所
有
者
へ
の
返
還
・
補
償
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
コ
サ
ッ

ク
蜂
起
に
よ
り
一
旦
追
わ
れ
た
領
主
（
貴
族
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
が
ル
テ
ニ
ア
に
お
け
る
支
配
的
地
位
に
復
帰
す
る
大
前
提
で
あ
る
。

　
第
五
項
目
は
、
コ
サ
ッ
ク
の
採
る
べ
き
外
交
上
の
指
針
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
に
臣
従
す
る
コ
サ
ッ
ク
は
、
ク
リ

ミ
ア
や
モ
ス
ク
ワ
と
友
好
的
関
係
を
築
く
べ
き
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
他
の
君
主
の
保
護
下
に
は
入
ら
な
い
。
ヘ
ト
マ
ン
は
、
他
国
の
使
節

を
受
け
入
れ
る
権
限
は
持
た
ず
、
訪
れ
た
使
節
は
国
王
の
元
に
送
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
六
項
目
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
を
含
む
全
て
の
旧
領
主
の
、
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
以
前
の
領
地
へ
の
安
全
な
帰
還
を
保
証
す
る
。

そ
の
帰
還
は
、
国
王
と
ヘ
ト
マ
ン
の
布
告
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。
こ
の
項
目
で
は
ま
た
、
各
種
係
争
が
半
切
に
固
有
の
大
法
院
で
処
理
さ
れ

る
こ
と
を
定
め
る
。

　
第
七
項
目
は
、
ル
テ
ニ
ア
の
国
民
が
、
自
由
で
対
等
な
立
場
で
共
和
国
に
復
帰
し
、
元
老
院
身
分
で
あ
る
各
官
職
の
人
選
を
担
う
と
す
る
。

　
こ
こ
で
再
度
、
正
教
会
に
関
す
る
記
述
が
現
れ
る
。
ル
シ
、
キ
エ
フ
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
、
ポ
ド
レ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
諸
県
の
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

教
会
の
全
聖
職
禄
が
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
行
政
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
俗
の
行
政
管
区
と
し
て
は
キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、

チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
の
三
県
に
限
定
さ
れ
る
が
、
正
教
会
に
関
し
て
は
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
そ
の
国
境
を
越
え
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
末
尾
で
は
、
王
領
地
裁
判
権
の
問
題
へ
の
言
及
、
そ
し
て
モ
ス
ク
ワ
と
共
和
国
が
条
約
締
結
に
至
っ
た
場
合
に
も
こ
の
諸
条
項
が
不
可
侵
で

あ
る
と
の
断
り
が
あ
る
。
最
後
に
、
合
意
の
文
書
は
聖
俗
の
元
老
院
議
員
・
代
議
員
の
代
表
か
ら
誓
約
を
得
た
上
、
次
期
開
催
の
議
会
に
て
ル

テ
ニ
ア
公
孫
ヘ
ト
マ
ン
の
使
節
列
席
の
も
と
確
認
さ
れ
る
と
い
う
、
議
会
批
准
ま
で
の
手
順
に
触
れ
て
、
文
書
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

四
　
「
ル
テ
ニ
ア
公
国
」

こ
の
合
意
の
際
立
っ
た
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
「
三
国
民
の
共
和
国
」
の
概
念
で
あ
る
。
「
両
（
二
）
国
民
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の
共
和
国
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
ル
ブ
リ
ン
合
同
以
降

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
連
邦
を
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
テ
ニ
ア
三
国
の
連
邦
へ
再

編
成
す
る
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
独
自
の
行
政
区
域
で

は
な
か
っ
た
ル
テ
ニ
ア
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
、
リ
ト
ア
ニ

ア
大
公
国
と
同
格
・
対
等
の
ル
テ
ニ
ア
公
国
と
し
て
共
和
国

の
構
成
要
素
と
な
る
こ
と
が
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
際
に
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
貴
族
共
和
制
に

則
っ
た
政
体
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
る
が
、
コ
サ
ッ
ク
に
も
開

か
れ
た
も
の
と
な
る
。
ス
タ
ル
シ
チ
ナ
（
長
老
部
）
と
呼
ば

れ
た
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
が
貴
族
位
に
叙
さ
れ
、
他
の
コ
サ
ッ

ク
も
貴
族
に
準
ず
る
特
権
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、
ル
テ
ニ

ア
公
国
は
ヘ
ト
マ
ン
三
等
、
コ
サ
ッ
ク
独
自
の
行
政
組
織
も

取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
。

　
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
も
一
考
す
る
必

要
が
あ
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
掲
げ
る
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
、

キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
の
三
県
で
あ
る
。

し
か
し
交
渉
の
過
程
で
は
、
よ
り
西
部
の
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
、
ル

シ
、
ポ
ド
レ
三
県
も
が
ル
テ
ニ
ア
公
国
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
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ドハジャチ合意」（一六五八一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
、
コ
サ
ッ
ク
側
は
期
待
し
て
い
た
。
一
旦
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
を
三
下
と
す
る
こ
と
で
合
意
が
達
成
さ
れ
た
後
に
も
、
コ
サ
ッ
ク
か
ら
ヴ
ォ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ン
、
ル
シ
、
ポ
ド
レ
に
対
す
る
要
望
は
絶
え
ず
、
議
会
に
も
要
求
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
こ

れ
ら
同
県
に
は
、
コ
サ
ッ
ク
が
進
軍
す
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
コ
サ
ッ
ク
の
行
政
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。
ル
テ
ニ
ア
公
国
が
ル
テ
ニ
ア
・
ネ
イ

シ
ョ
ン
の
国
家
で
は
な
く
コ
サ
ッ
ク
国
家
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
領
域
は
キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
Z
二
県
の
み
と
い
う
の
が

実
態
に
は
即
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
地
理
的
に
ル
テ
ニ
ア
の
全
領
域
を
包
含
し
な
か
っ
た
が
、
社
会
階
層
の
点
で
も
同
様
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ル
テ
ニ
ア
国
民
と
し
て
共
和
国
旧
来
の
特
権
的
な
諸
身
分
に
統
合
さ
れ
る
の
は
、
貴
族
身
分
を
賦
与
さ
れ
る
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
と
、

高
位
聖
職
者
が
元
老
院
議
席
を
獲
得
す
る
正
教
会
で
あ
る
。
貴
族
身
分
に
叙
さ
れ
な
い
コ
サ
ッ
ク
は
貴
族
に
準
ず
る
諸
特
権
（
税
や
賦
役
の
免

除
）
を
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
議
会
へ
の
参
加
権
は
持
た
ず
、
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
国
民
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
都
市
民
は
宗
派

に
よ
ら
ず
対
等
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
行
政
に
お
い
て
正
教
徒
都
市
民
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
並
ぶ
市
民
と
な
る
が
、
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の

国
民
で
は
な
い
。
一
般
コ
サ
ッ
ク
と
都
市
民
は
貴
族
と
農
民
の
中
間
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
・

リ
ト
ア
ニ
ア
国
民
と
比
量
す
る
第
三
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
た
る
ル
テ
ニ
ア
国
民
は
宗
派
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
問
わ
ず
貴
族
身
分
に
限
定
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
共
和
国
全
体
の
身
分
秩
序
に
適
う
形
で
あ
っ
た
。
コ
サ
ッ
ク
国
家
が
「
貴
族
の
共
和
国
」
に
取
り
込
ま
れ
る
に
あ
た
り
、
コ
サ
ッ
ク
の

自
治
・
特
権
と
国
家
の
枠
組
み
を
得
る
に
は
、
共
和
国
の
身
分
構
造
へ
の
適
合
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
主
の
回
帰
が
交
換
条
件

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
蜂
起
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
変
化
の
一
部
を
白
紙
に
戻
す
側

面
が
伴
う
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
、
本
稿
で
ル
テ
ニ
ア
と
呼
ぶ
全
地
域
を
包
摂
す
る
こ
と
は
な
く
、
国
民
に
含
ま
れ
る
の
も
特
定
の
社
会
階

層
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宗
教
上
の
影
響
力
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
ら
れ
た
ル
テ
ニ
ア
公
国
を
大
き
く
超
え
、
よ
り
広
い
ル
テ
ニ
ア
、
す
な
わ
ち

共
和
国
の
正
教
圏
全
域
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点
で
際
立
っ
て
い
る
。
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元
老
院
議
席
を
得
る
正
教
主
教
の
管
轄
域
は
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
地
理
的
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
ル
テ
ニ
ア
公
国
」
に
組
み
込
む
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
残
り
の
三
県
（
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
、
ル
シ
、
ポ
ド
レ
）
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
の
さ
ら
に
ベ
ウ
ス
県
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
領
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
県
に
ま
で
及
び
、
こ
れ
ら
の
地
の
聖
職
禄
も
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
行
政
管
理
下
に
入
る
。
こ
の
点
は
、
そ
れ
ま
で
の
和
平
や

協
定
に
お
い
て
は
為
し
得
な
か
っ
た
、
目
覚
し
い
成
果
と
い
え
る
。
ま
た
官
職
を
特
定
宗
派
に
限
定
す
る
こ
と
は
共
和
国
に
お
い
て
は
画
期
的

な
企
て
で
あ
り
、
元
老
院
の
聖
職
者
議
席
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
開
か
れ
る
可
能
性
を
議
会
が
承
認
す
る
こ

と
も
未
曾
有
で
あ
っ
た
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
正
教
会
を
ル
テ
ニ
ア
公
国
に
お
い
て
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
並
ぶ
体
制
教
会
と
す
る
。
こ
の
点

で
ル
テ
ニ
ア
公
国
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
も
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
も
異
な
る
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
特
別
待
遇
が
用
意
さ
れ
た
と
い
え

る
。
一
方
、
合
同
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
は
ル
テ
ニ
ア
公
国
に
お
い
て
非
体
制
的
な
教
会
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
共
和
国
の
他
地
域
と

同
様
で
あ
る
。
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五
　
起
草
者
ユ
ー
リ
ー
・
ネ
ミ
リ
チ

　
本
節
で
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
起
草
者
の
一
人
、
ネ
ミ
リ
チ
を
取
り
上
げ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
概
念
は
、
ネ
ミ
り
チ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
関
わ
っ
た
コ
サ
ッ
ク
側
の
中
心
的
人
物
の
う
ち
他
の
二
名
…
i
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
と
テ

テ
リ
ャ
　
　
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
以
前
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
交
渉
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
は
ズ
ボ
リ
フ
合
意
と
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
、

テ
テ
リ
ャ
は
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
メ
ジ
リ
チ
で
の
会
合
に
関
与
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
理
念
は
現
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
も
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
初
出
す
る
ル
テ
ニ
ア
固
有
の
国
家
の
理
念
が
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
直
前
に
コ
サ
ッ
ク
に
合
流
し
た
ネ
ミ
リ
チ
に

帰
さ
れ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
一
世
紀
昔
の
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
そ
の
モ
デ
ル
を
求
め
ら
れ
る
ハ
ジ
ャ
チ
の
合
同
構
想
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
役
割
を
果
た

し
た
ネ
ミ
リ
チ
を
介
し
岡
時
代
の
西
欧
の
動
向
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
面
が
あ
る
。
ネ
ミ
リ
チ
の
生
涯
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
一
方
、
同
時
代
の
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⑳

共
和
国
の
富
裕
な
貴
族
に
よ
く
見
ら
れ
る
経
歴
（
西
欧
留
学
、
改
宗
）
を
踏
襲
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
ネ
ミ
リ
チ
は
、
反
三
位
一
体
派
（
ア
リ
ウ
ス
派
、
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
属
す
る
ル
テ
ニ
ア
貴
族
の
家
系
に

生
ま
れ
た
。
共
和
国
の
同
宗
派
の
学
校
に
学
ん
だ
後
、
一
六
三
〇
年
に
西
欧
留
学
に
旅
立
つ
。
彼
は
ラ
イ
デ
ン
に
学
び
、
＝
ハ
三
二
一
三
三
年

に
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
を
歴
訪
、
遊
学
す
る
。
彼
が
西
欧
で
執
筆
し
た
論
文
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
共

和
国
の
国
制
・
地
政
学
的
見
地
か
ら
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
一
六
三
四
年
に
帰
国
し
た
ネ
ミ
リ
チ
は
、
翌
年
か
ら
共
和
国
で
の
職
歴
を
開
始
し
、
ル
ブ
リ
ン
の
法
廷
で
裁
判
官
を
務
め
た
後
、
代
議
員
と

な
る
。
ネ
ミ
リ
チ
の
活
動
に
お
い
て
目
覚
し
い
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
擁
護
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
対
抗
改
革
が

成
果
を
あ
ら
わ
し
共
和
国
の
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
が
強
ま
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
は
共
和
国
で
周
縁
的
な
位
置
に
追
い
や
ら
れ
た
。
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

わ
け
ネ
ミ
リ
チ
の
属
し
た
反
三
位
一
体
派
は
急
進
的
セ
ク
ト
と
し
て
共
和
国
で
の
存
続
自
体
が
脅
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
六
四
八
年
の
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
は
、
最
初
の
う
ち
ネ
ミ
リ
チ
に
は
全
く
関
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
コ
サ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ク
に
所
領
の
大
部
分
を
奪
わ
れ
た
ネ
ミ
リ
チ
は
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ネ
ミ
リ
チ
が
コ
サ
ッ
ク
勢
力
の
も
と
で

活
動
を
始
め
た
の
は
、
一
六
五
七
年
、
共
和
国
か
ら
の
反
三
位
～
体
派
追
放
が
決
定
さ
れ
た
頃
で
あ
る
。
同
時
代
の
共
和
国
に
あ
っ
て
最
高
水

準
の
学
識
に
よ
り
、
ネ
ミ
リ
チ
は
コ
サ
ッ
ク
の
間
で
重
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
際
に
は
、
表
向
き
は
正
教
に
改
宗

　
　
　
⑳

し
て
い
る
。

　
ネ
ミ
リ
チ
の
コ
サ
ッ
ク
へ
の
接
近
に
つ
い
て
は
、
所
領
回
復
と
い
う
物
質
的
動
機
に
基
づ
く
点
も
否
め
な
い
が
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
は
自
身
の

政
治
的
信
念
あ
る
い
は
西
欧
で
培
わ
れ
た
見
識
に
基
づ
く
国
家
観
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
の
西
欧
の
動
向
に
通
じ
た
ネ
ミ
リ
チ
は
、

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
下
で
の
西
欧
世
界
の
再
編
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
イ
ス
と
い
っ
た
新
国
家
の
独
立
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
趨
勢
に
お
い
て
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
的
要
因
が
占
め
る
比
重
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ネ
ミ
リ
チ
と
接
し
た
同
時
代
人
の
証
言
に
も
現
れ
て
い
る
。
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
王
国
軍

野
戦
司
令
官
イ
ェ
ジ
・
ル
ポ
ミ
ル
ス
キ
に
宛
て
た
書
簡
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
「
コ
サ
ッ
ク
た
ち
は
キ
メ
ラ
か
夢
物
語
を
話
し
て
い
る
。
彼
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⑳

ら
が
あ
た
か
も
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
イ
ス
の
ご
と
く
な
れ
る
か
の
よ
う
に
。
（
コ
サ
ッ
ク
は
）
孤
立
無
援
の
場
所
に
い
る
と
い
う
の
に
も
関
わ
ら
ず
」
。

六
　
　
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」
以
降
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ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
翌
五
九
年
の
五
月
に
共
和
国
の
議
会
で
批
准
さ
れ
た
が
、
モ
ス
ク
ワ
の
介
入
が
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
支

持
基
盤
を
脅
か
し
、
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
バ
ラ
バ
シ
、
プ
シ
カ
リ
ら
親
モ
ス
ク
ワ
派
に
対
す
る
厳
し
い
弾
圧
も
反
感
を
煽
っ
た
。
そ
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
コ
サ
ッ
ク
の
大
半
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
嫌
う
空
気
が
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
帰
還
を
容
認
す
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
不
評
を
買

っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
を
背
後
に
ド
ニ
エ
プ
ル
左
岸
の
ス
タ
ル
シ
チ
ナ
を
中
心
と
す
る
反
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
勢
力
が
力
を
増
す
が
、
共
和
国
は
ヴ
イ

ホ
フ
ス
キ
ー
の
要
請
し
た
援
軍
を
送
ら
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
共
和
国
と
モ
ス
ク
ワ
が
再
び
開
戦
す
る
と
、
モ
ス
ク
ワ
軍
の
影
響
力
行
使
に
よ

り
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
は
ヘ
ト
マ
ン
の
地
位
を
追
わ
れ
る
。
次
期
ヘ
ト
マ
ン
と
な
っ
た
の
は
ユ
ー
リ
ー
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
逃
れ
た
ヴ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
通
じ
た
科
で
銃
殺
さ
れ
る
。
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
理
念
は
ヴ
ィ
ホ
フ

ス
キ
ー
の
ヘ
ト
マ
ン
廃
位
と
と
も
に
潰
え
、
そ
の
提
唱
者
ネ
ミ
リ
チ
も
ま
た
、
親
モ
ス
ク
ワ
派
コ
サ
ッ
ク
に
よ
る
惨
殺
と
い
う
最
期
を
迎
え
た
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
不
履
行
に
終
わ
っ
た
後
の
コ
サ
ッ
ク
ー
モ
ス
ク
ワ
関
係
の
青
写
真
と
な
っ
た
の
は
、
五
九
年
に
流
通
し
た
「
ペ
レ
ヤ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

フ
協
定
」
の
偽
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
三
月
条
項
」
の
各
項
目
に
修
正
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
上
で
、
新
た
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
治
を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

限
す
る
十
四
の
項
目
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
求
め
て
い
た
主
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
三
新
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
は

改
悪
）
さ
れ
た
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
（
「
第
ニ
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
）
に
対
す
る
現
地
の
反
発
は
、
新
し
い
ヘ
ト
マ
ン
、
ユ
ー
リ
i
・
フ
メ
リ
ニ

ツ
キ
ー
を
再
び
共
和
国
に
ゆ
り
戻
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
六
六
〇
年
の
、
共
和
国
と
の
再
度
の
和
平
協
定
で
あ
る
「
チ
ュ
ド
ニ
フ
合
意
」
（
共
和
国
議
会
で
の
批
准
は
翌
年
）
は
、
コ
サ
ッ
ク
が
ハ
ジ
ャ

チ
合
意
に
回
帰
す
る
意
思
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
主
要
な
条
件
が
共
和
圏
に
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ア
と
対
等
な
ル
テ
ニ
ア
と
い
う
国
家
理
念
は
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
チ
ュ
ド
ニ
フ
合
意
を
め
ぐ
っ
て
は
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ



内
部
で
も
意
見
が
対
立
し
、
六
七
年
に
共
和
国
と
モ
ス
ク
ワ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ド
ニ
エ
プ
ル
川
の
東
西
で
分
け
合
う
こ
と
に
合
意
し
た
「
ア
ン

ド
ル
ソ
ヴ
ォ
協
定
」
に
至
る
前
に
、
既
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
東
西
分
裂
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

「ハジャチ合意」（一六五八一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
し
た
土
着
貴
族
を
含
む
）
の
大
土
地
支
配
、

　
植
民
、
さ
ら
に
彼
ら
が
導
き
入
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
土
地
管
理
は
、
農
民
の
不

　
満
を
欝
積
さ
せ
、
そ
れ
が
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
の
支
持
基
盤
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
在
地

　
の
中
小
貴
族
の
な
か
に
も
コ
サ
ッ
ク
集
団
に
身
を
投
じ
る
者
が
あ
っ
た
。
フ
メ
リ

　
ニ
ツ
キ
…
、
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
；
と
い
っ
た
歴
代
の
ヘ
ト
マ
ン
を
は
じ
め
、
コ
サ
ッ

　
ク
・
エ
リ
…
ト
に
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
家
系
出
身
者
が
数
多
い
。

②
共
和
国
は
登
録
コ
サ
ッ
ク
数
を
漸
次
的
に
増
や
し
、
工
登
二
〇
年
に
は
そ
の
数

　
を
八
千
名
と
し
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
コ
サ
ッ
ク
社
会
に
お
い
て
登

　
録
コ
サ
ッ
ク
が
占
め
て
い
た
の
は
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
登
録
コ
サ
ッ
ク
と
そ
の
他

　
コ
サ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
日
本
語
で
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
栗
原
典
子
門
ウ
ク

　
ラ
イ
ナ
の
登
録
コ
サ
ッ
ク
制
度
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
目
コ
サ
ッ
ク
の
集
団
意
識
に
よ

　
せ
て
」
㎎
ス
ラ
ヴ
文
化
研
究
』
第
一
巻
（
二
〇
〇
一
年
）
。

③
膏
魯
讐
㌃
ξ
§
§
蓼
ぎ
、
ω
’
ω
。
。
ム
ρ

④
ア
レ
ン
ダ
と
は
、
領
主
か
ら
土
地
・
施
設
の
運
用
を
請
負
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
ル
テ
ニ
ア
進
出
の
結
果
、
ル
テ
ニ
ア
は
近
世
の
共
和
国
の
中

　
で
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
比
率
が
特
に
高
い
地
域
と
な
っ
た
。
山
田
朋
子
『
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
の
貴
族
の
町
一
農
民
解
放
前
の
都
市
と
農
村
、
ユ
ダ
ヤ
人
騙
刀
水
書
房
（
二
〇

　
〇
七
年
）
、
四
八
頁
。

⑤
§
§
義
義
ミ
ミ
§
蔚
ぎ
㌧
。
。
。
爵
ム
メ

⑥
　
例
え
ば
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
長
子
（
ユ
ー
り
一
の
兄
）
テ
ィ
モ
フ
ィ
イ
は
モ

　
ル
ド
ヴ
ァ
公
の
娘
を
婁
つ
た
が
、
一
六
五
三
年
に
ス
チ
ャ
ー
ヴ
ァ
で
殺
害
さ
れ
て

　
し
ま
っ
た
。

⑦
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
を
め
ぐ
る
諸
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
罷
。
喜
ざ

　
象
ミ
ミ
恥
飾
藤
野
§
O
匿
讐
雲
①
’
H
ど
諸
讐
蕊
P
》
鼠
こ
℃
o
昌
℃
爵
需
ご
ゴ
リ
b
ゆ
b
；

　
魯
き
℃
鉾
切
．
累
（
唱
叢
．
ソ
℃
象
。
§
－
ξ
ミ
霞
、
ミ
。
ミ
選
§
ζ
亀
器
§
（
8
ミ
ミ
。
ミ
恥
－

　
芝
ミ
や
竃
。
契
り
5
斜
お
㊤
メ

⑧
共
和
国
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
こ
と
す
ら
も
、
モ
ス
ク
ワ
に
書
き
送
っ
て

　
い
る
。
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
と
モ
ス
ク
ワ
と
の
関
わ
り
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
元

　
で
書
記
官
を
務
め
て
い
た
時
期
に
始
ま
る
。
霞
省
更
雪
賛
○
曽
．
、
鼠
o
o
否
ゆ
。
累
β
・

　
g
冤
藁
曾
．
．
冒
窪
鋤
b
d
胃
。
・
。
。
実
。
円
P
Q
o
ミ
§
ミ
魯
湊
蕊
。
～
o
ぎ
恥
§
§
ミ
。
。
み
ぎ

　
臼
器
・
、
塁
弐
3
↓
．
辰
◎
戸
8
Q
Q
嘘
ρ
胃
壁
山
G
Q
り
．

⑨
§
龍
竜
6
§
罫
ρ
㊤
ー
ド
ρ

⑩
凶
丙
9
器
切
2
魯
』
罫
ρ
ω
お
山
H
。
。
■
ズ
ボ
リ
フ
合
意
が
こ
れ
ら
の
要
求
の
原
型

　
で
あ
る
こ
と
が
明
自
で
あ
る
。

⑪
多
く
の
議
員
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
諸
条
件
に
難
色
を
示
し
た
が
、
レ
シ
チ
ン
ス

　
キ
、
王
妃
ル
ド
ヴ
ィ
カ
・
マ
リ
ア
ら
膚
力
な
支
持
者
が
「
コ
サ
ッ
ク
の
軍
事
力
の

　
確
保
」
「
失
わ
れ
た
領
地
の
回
復
」
の
二
点
を
強
く
訴
え
、
最
終
的
に
議
会
の
賛

　
同
を
得
た
。
囲
℃
o
碧
y
コ
こ
囚
。
で
。
臣
餌
霞
昌
葭
↓
鉱
「
聲
養
墨
画
葦
卜
占
◎
毎
§
説
亀

　
｝
ミ
謎
N
題
℃
粟
ざ
ρ
竃
G
。
声
刈
①
■

⑫
凶
緊
畠
器
ご
・
F
曾
§
計
O
．
ω
ミ
ー
も
。
悼
O
．
ま
た
、
現
存
し
な
い
、
或
い
は
現
在
所
在

　
不
明
の
史
料
を
参
照
し
た
十
九
世
紀
の
複
数
の
歴
史
家
に
よ
る
引
用
と
注
釈
も
、

　
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
の
原
案
復
元
作
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
に
よ
れ

　
ば
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
メ
ジ
リ
チ
で
の
交
渉
を
起
点
に
、
少
な
く
と
も
五
段
階
を

　
経
て
、
議
会
批
准
版
に
至
っ
た
。
メ
ジ
リ
チ
で
の
交
渉
で
既
に
、
半
分
近
く
の
項

　
目
が
出
揃
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
フ
ィ
リ
モ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ル
ダ
フ
ス
キ
、
ミ
ハ
ロ

　
フ
ス
キ
の
要
約
・
引
用
で
は
新
た
に
「
ル
テ
ニ
ア
公
国
」
の
概
念
と
と
も
に
、
い

　
く
つ
か
の
羊
歯
が
加
わ
っ
て
い
る
。
コ
ホ
フ
ス
キ
の
歴
史
書
中
で
の
言
及
で
は
、

　
さ
ら
に
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
議
会
や
法
廷
に
つ
い
て
の
記
載
が
、
ま
た
、
チ
ャ
ル
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ト
ル
ィ
ス
キ
博
物
館
所
蔵
の
手
稿
の
ひ
と
つ
に
も
、
他
の
文
書
と
は
異
な
る
特
徴

　
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
発
見
を
元
に
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ァ
が
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
諸

　
版
の
対
比
表
を
作
成
し
て
い
る
（
凶
匿
O
b
5
昌
O
b
コ
餌
り
魯
．
6
咄
、
こ
　
｛
り
．
腿
卜
o
c
Q
一
膳
G
Q
ω
）
。

⑬
本
稿
で
参
照
す
る
議
会
批
准
版
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
チ
ャ
ル
ト
ル
ィ
ス
キ
博
物
館

　
に
所
蔵
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
）
は
以
下
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
§
魯
紬
縞
ぎ
－
§
ミ
賊
瀞
ミ
魯
ω
■
心
Q
。
－
①
ω
廟
ざ
謎
蜷
。
§
タ
ρ
ω
甲
蒔
①
．

⑭
§
§
唐
、
い
ぎ
－
§
§
諭
書
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
が
所
収
さ

　
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
参
考
に
比
較
す
る
と
、
ズ
ボ
リ
フ
合
意
が
手
稿
三
枚
、

　
ビ
…
ラ
ー
・
ツ
ェ
ル
ク
ヴ
ァ
合
意
が
五
枚
で
あ
る
の
に
対
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は

　
十
三
枚
に
及
ぶ
（
文
字
の
大
き
さ
が
異
な
る
た
め
厳
密
な
比
較
で
は
な
い
が
、
差

　
は
明
白
で
あ
る
）
。

⑮
（
）
内
は
引
用
者
の
補
遺
（
以
下
同
じ
）
。
「
様
々
な
窮
状
故
に
や
む
な
く

　
（
原
語
で
は
讐
N
巻
髪
艮
8
Φ
増
ひ
雪
Φ
邑
。
”
円
①
器
邑
）
」
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
主
の
過

　
酷
な
支
配
に
耐
え
か
ね
て
」
と
解
釈
で
き
る
。
或
い
は
、
こ
れ
を
門
モ
ス
ク
ワ
に

　
押
さ
れ
て
」
と
解
釈
す
る
研
究
者
も
い
る
。
0
9
日
臣
賛
ζ
．
》
同
9
。
彊
差
実
“
轟

　
宕
弓
畠
督
冤
蓉
弱
突
。
鼠
属
℃
匿
営
。
冥
0
8
泪
9
叉
器
。
鵠
。
需
護
霞
（
号
ら
。
α
P
ρ
ぼ
函

　
同
鎖
養
鶏
皇
　
《
巴
h
γ
　
蓄
ミ
ご
。
。
ゆ
蓬
象
ミ
G
6
0
　
軸
S
o
。
㌧
　
肉
§
爵
◎
電
ー
ミ
謹
承
ミ
ミ
い

　
○
お
ω
．

⑯
コ
サ
ッ
ク
は
元
来
、
特
定
の
宗
派
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
関
連
を
持
た
な

　
か
っ
た
が
、
十
七
世
紀
半
ば
に
は
、
共
和
国
と
の
対
立
関
係
に
お
い
て
正
教
会
の

　
擁
護
者
を
標
榜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
サ
ッ
ク
と
正
教
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
は
コ
O
醇
ざ
§
ミ
O
o
鴇
§
訂
§
ミ
肉
畿
曹
6
．
壽
に
詳
し
い
。

⑰
実
際
に
は
、
一
六
六
一
年
に
リ
ヴ
イ
ウ
の
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ギ
ウ
ム
が
大
学
に

　
昇
格
さ
れ
、
ル
テ
ニ
ア
で
最
初
の
大
学
と
な
っ
た
。

⑱
徴
税
業
務
は
、
貴
族
の
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
担
っ
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
入
は
、
フ

　
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
蜂
起
の
際
に
大
量
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。

⑲
当
時
の
コ
サ
ッ
ク
の
部
隊
（
唱
鼻
）
は
行
政
組
織
を
兼
ね
、
＝
ハ
五
一
年
に
そ

　
の
数
は
十
七
を
数
え
た
。
す
な
わ
ち
最
大
で
千
七
百
名
が
貴
族
に
叙
さ
れ
る
と
い

　
う
計
算
に
な
る
。

⑳
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
に
は
、
ヘ
ト
マ
ン
と
呼
ば
れ
る
軍
司

　
令
官
が
各
二
名
（
大
ヘ
ト
マ
ン
冨
ぎ
磐
三
Φ
竃
と
野
戦
ヘ
ト
マ
ン
匿
§
霞
℃
o
㍗

　
昌
）
置
か
れ
て
い
た
が
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
ヘ
ト
マ
ン
の
位
置
づ
け
は
、
両
国
の

　
ヘ
ト
マ
ン
制
度
の
適
用
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
コ
サ
ッ
ク
独
自
の
体
制
の
延
長
線

　
上
に
あ
る
。
さ
ら
に
爾
国
の
四
つ
の
ヘ
ト
マ
ン
職
は
元
老
院
役
職
で
は
な
い
が
、

　
ル
テ
ニ
ア
の
ヘ
ト
マ
ン
は
元
老
院
議
員
で
あ
る
。

⑳
受
療
の
候
補
者
の
中
か
ら
国
王
が
指
名
す
る
の
は
、
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
の
規

　
定
す
る
キ
エ
フ
府
主
教
の
選
出
手
続
き
に
似
る
。

⑫
　
当
時
、
正
教
会
の
聖
職
者
は
国
王
や
世
俗
有
力
者
の
指
名
で
任
命
さ
れ
る
こ
と

　
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

⑬
O
ζ
o
邑
評
　
9
0
暴
臣
o
p
　
蓄
窺
§
象
§
　
O
竜
ミ
暴
蓉
　
＆
§
】
　
ρ
H
尋

　
ぬ
否
霧
①
⇔
，
p
。
￥
§
竃
計
ρ
お
○
。
ム
ω
ω
．

⑳
切
望
ω
臣
。
切
。
冥
誌
》
曾
ミ
”
ρ
写
H
9

（
⑳
　
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
領
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
県
は
本
来
ポ
ロ
ツ
ク
教
区
に
属
し
た
が
、

　
当
該
の
主
教
座
が
合
同
教
会
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
当
地
の
正
教
会
の
資
産
・
聖

　
職
録
等
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
の
キ
エ
フ
府
主
教
の
管
轄
下
（
一
六
三
二
年
に
新

　
設
さ
れ
た
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
主
教
座
）
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。

⑳
ぎ
戸
ω
こ
捻
違
≧
§
電
ら
N
％
ミ
。
。
8
－
§
融
§
§
ミ
§
§
註
§
譲
蔓
鮮
H
8
ρ

　
ω
8
囚
婁
ω
茸
〉
．
”
月
7
Φ
O
o
ω
・
ウ
員
ユ
。
犀
騨
巻
2
§
Φ
簿
5
。
ω
N
匿
多
密
U
㊦
ヨ
o
o
麺
身
ぎ

　
9
①
勺
。
臨
ω
7
江
費
⊆
冒
習
O
o
諺
8
≦
①
形
勢
一
月
冨
誕
騎
⊃
囲
q
⊃
畠
（
属
巴
N
雷
o
N
）
d
巳
。
戸

　
§
憶
ミ
ミ
寒
ミ
執
ミ
ミ
N
⑦
ミ
ミ
鳴
勲
く
．
ど
窯
9
b
⊃
－
お
ミ
讐
署
い
刈
o
Q
点
㊤
刈
…
ぬ
凶
。
じ
d
薗
富
欝

　
愚
』
爵
O
．
ω
同
ω
．
他
に
も
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
概
念
は
ネ

　
ミ
リ
チ
に
帰
さ
れ
る
。
そ
の
見
解
に
対
し
異
論
は
出
て
い
な
い
。

⑳
ネ
ミ
リ
チ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
諸
9
の
前
掲
轡
に
詳
し
い
。
ま
た
以
下
の
研

　
究
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
ネ
ミ
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fハジャチ合意」（一六五八一五九年）にみるルテニア国家の創出（福鵡）

　
リ
チ
に
言
及
が
あ
る
。
乏
葭
帥
ヨ
q
・
”
O
鋤
こ
牢
。
冨
斡
葺
け
ω
ヨ
号
o
q
町
餌
ヨ
Φ
曾
匿
α
q

　
誓
Φ
℃
Φ
ユ
O
匹
O
噛
筈
Φ
勺
O
房
7
［
幽
窪
質
義
勇
O
O
ヨ
∋
O
＝
ミ
2
｝
§
噛
建
遷
貸
ミ
寒
ミ
§
悩
§
い

　
⑦
ミ
ミ
導
く
o
r
b
o
讐
這
刈
Q
◎
、
ロ
P
b
o
8
－
笛
O
ω
…
O
o
訳
。
鼠
。
し
◎
o
ひ
胃
鵠
芦
○
論
こ
ζ
陶
。
鎧
。
鋤
期
↓
麟
－

　
目
℃
＝
巴
↓
蘭
も
器
護
k
国
Q
畠
醍
ゲ
エ
。
－
瓢
O
邑
↓
寓
編
属
。
竃
冤
美
国
自
一
座
自
呂
×
6
憎
憎
穴
で
笹
踊
國
×
＜
甲

　
×
≦
囲
。
↓
」
ζ
ミ
ご
き
§
鳶
。
』
o
ミ
ミ
ミ
ミ
3
①
ミ
N
．
ρ
卜
o
O
O
P
ρ
嵩
幽
㊤
．

鐙
　
オ
ラ
ン
ダ
で
復
刻
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
O
Φ
郵
書
Z
δ
巨
Q
。
9
b
§
～
禽
柚
畠

　
§
守
ミ
、
O
§
8
8
唱
ミ
S
貸
ミ
職
N
§
㌧
一
り
刈
鳥
．

⑳
　
ラ
ク
フ
に
あ
っ
た
ネ
ミ
リ
チ
の
母
校
は
一
六
三
八
年
に
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ

　
た
。
ネ
ミ
リ
チ
本
人
も
、
一
六
四
一
年
に
キ
エ
フ
県
大
蔵
官
に
就
任
す
る
も
の
の
、

　
異
端
的
セ
ク
ト
へ
の
帰
属
ゆ
え
、
実
力
相
応
に
元
老
院
議
員
の
地
位
に
ま
で
昇
り

　
詰
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

⑳
　
　
六
五
五
年
に
は
、
共
和
国
に
攻
め
入
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
身
を
投
じ
、

　
共
和
国
に
高
ま
る
反
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
感
情
を
逆
撫
で
す
る
。

⑳
　
著
轡
象
蓬
妹
（
現
存
し
な
い
が
、
こ
れ
に
対
す
る
一
六
九
二
年
の
S
・
プ
シ
プ

　
コ
フ
ス
キ
の
返
答
か
ら
内
容
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
返
答
は
以
下
に
公
刊
。
穴
。
∬

　
魯
．
駄
ひ
ω
6
㊤
ふ
ω
）
に
お
い
て
他
の
在
ル
テ
ニ
ア
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て

　
も
正
教
改
宗
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
政
治
的
動
機
か
ら
の
改
宗
で
あ
ろ
う
。
ネ

　
ミ
リ
チ
は
ル
テ
ニ
ア
公
国
大
法
官
の
候
補
で
あ
っ
た
。

⑳
　
ネ
ミ
リ
チ
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
イ
ス
型
の
連
邦
共
和
制
の
共
和
国
で
の
実
現
を
囲

　
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
O
o
ス
。
員
畠
。
♂
讐
留
目
．
9
黛
ρ
b
。
ω
－
b
。
Q
。
．

⑳
　
囲
巳
聾
賢
い
こ
謬
塁
§
蕊
神
仙
ミ
皇
神
＆
ミ
§
隷
こ
象
頴
N
象
O
”
嘆
N
①
α
幹
閃
巨
（
鼻

　
冒
こ
勺
。
§
蝕
讐
b
σ
O
O
伊
ω
．
三
囲
－
α
軒
伊

⑭
　
共
和
国
が
コ
サ
ッ
ク
と
の
合
意
を
破
る
こ
と
は
常
套
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
そ

　
の
信
用
は
失
墜
し
て
い
た
。
開
鴛
N
彗
母
。
霊
宝
笛
巴
N
薯
N
H
①
醸
。
。
、
ω
■
ω
㎝
．

⑮
　
モ
ス
ク
ワ
の
軍
司
令
官
ト
ゥ
ル
ベ
ツ
コ
イ
の
命
令
で
キ
エ
フ
の
ペ
チ
ェ
ル
ス

　
キ
i
修
道
院
の
印
刷
施
設
で
棚
ら
れ
、
コ
サ
ッ
ク
の
各
部
隊
に
配
布
さ
れ
た
と
い

　
う
。
こ
の
「
第
ニ
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
成
立
過
程
に
関
し
て
は
ぬ
内
o
b
」
濡
。
5
9
♪
“

　
愚
．
織
色
O
b
窓
－
。
。
G
。
O
に
詳
し
い
。
原
文
は
以
下
の
史
料
集
に
収
録
。
詠
ミ
き
、
”

　
o
ミ
凌
。
翁
ミ
蹄
＄
き
§
ミ
魯
ミ
ミ
繋
よ
ミ
富
Q
§
＆
さ
障
、
g
9
♪
O
o
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薗
臣
竃
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諸
彦
彊
臣
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＞
要
o
o
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曽
脅
匿
①
o
國
。
δ
穴
。
竃
姦
随
禽
ミ
。
（
以
下
》
§
N
窪
ミ
Q
と

　
略
ン
↓
斜
O
－
白
露
。
呂
巻
弓
ゴ
H
。
。
①
。
。
（
涛
Φ
燭
旨
8
辞
同
冨
国
隣
碧
Φ
－
℃
巴
ρ
お
ざ
y

　
2
0
■
一
H
g
O
b
①
頓
山
①
ρ

⑳
　
コ
サ
ッ
ク
は
外
交
の
権
利
を
失
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
全
主
要
都
市
に
は
モ
ス
ク

　
ワ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
指
揮
宮
と
守
備
兵
が
駐
屯
す
る
（
三
月
条
項
で
は
、
キ
エ

　
フ
に
の
み
駐
屯
す
る
）
。
ヘ
ト
マ
ン
の
自
由
選
挙
の
慣
習
は
廃
さ
れ
、
ヘ
ト
マ
ン

　
は
隊
長
任
命
権
を
剥
奪
さ
れ
、
全
上
級
人
事
が
モ
ス
ク
ワ
に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
と

　
な
る
。
キ
エ
フ
府
主
教
座
は
、
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
の
下
位
組
織
と
な
る
。

⑰
　
§
磁
避
。
§
3
ρ
旨
㎝
－
這
㊤
に
収
録
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
）
。
薪
た
に
七
項
目
（
モ

　
ス
ク
ワ
や
ク
リ
ム
目
ハ
ン
国
と
の
関
係
に
関
す
る
項
目
五
つ
と
、
捕
囚
の
状
態
に

　
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
に
関
す
る
項
目
二
つ
）
を
加
え
た
上
で
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を

　
追
認
す
る
が
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
ェ
軍
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
門
必

　
要
性
は
少
な
い
」
「
恒
久
的
平
和
に
は
貢
献
し
な
い
扁
と
し
て
排
除
の
対
象
と
さ

　
れ
て
い
る
。

⑬
　
た
だ
し
チ
ュ
ブ
リ
ブ
は
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
消
え
た
こ
と
と
、

　
三
国
か
ら
成
る
連
邦
の
構
想
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
同
一
視
し
て
い
な
い
。

　
4
顎
嵐
9
↓
b
こ
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”
P
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閤
四
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O
O
Q
。
噛
2
0
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ω
も
．
α
ω
ム
’
後
の
ヘ
ト
マ
ン
、

　
ド
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
臣
従
に
傾
く
前
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
再
現
を

　
望
み
共
和
国
に
働
き
か
け
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ζ
刷
日
莫
Ψ
δ
；

　
凝
℃
o
α
員
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竃
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門
馬
圃
国
凛
霧
雪
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工
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×
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寓
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第
三
章
　
比
較
の
視
点
で
み
る
「
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
」

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
ル
テ
ニ
ア
が
獲
得
す
る
の
は
、
連
邦
国
家
で
あ
る
共
和
国
の
～
構
成
国
の
地
位
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
章
で
は
、
近
世
複
合
国
家
と
し
て
の
共
和
国
が
成
り
立
つ
基
盤
で
あ
っ
た
「
合
同
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
連
ね
、

他
の
「
合
同
」
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
陪
リ
ト
ア
ニ
ア
の
「
ル
ブ
リ
ン
合
同
」
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
の
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
　
　
と
比
較
し

考
察
す
る
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
さ
ら
に
モ
ス
ク
ワ
へ
の
臣
従
表
明
で
あ
る
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
（
コ
ニ
月
条
項
」
）
と

も
比
較
す
る
こ
と
で
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
コ
サ
ッ
ク
に
認
め
た
自
治
の
特
徴
が
同
時
代
の
文
脈
で
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
ル
ブ
リ
ン
合
同
」
と
の
比
較

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
当
事
者
た
ち
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
第
一
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
の
関
係
を
王

朝
連
合
か
ら
制
度
的
合
同
へ
発
展
さ
せ
た
ル
ブ
リ
ン
合
同
で
あ
ろ
う
。
ハ
レ
ツ
キ
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
こ
と
を
「
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
幸
福
な
完

　
　
　
　
　
②

成
」
と
呼
ん
だ
。
事
実
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
掲
げ
る
、
対
等
な
三
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
、
ル
テ
ニ
ア

公
国
か
ら
成
る
共
和
国
の
発
想
は
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
以
来
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
二
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
な
る

「
両
国
民
の
共
和
国
」
の
修
正
あ
る
い
は
応
用
、
い
わ
ば
拡
大
適
用
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
れ
で
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
山
自
践
ω
ヨ
が
そ
の
ま
ま
E
昌
ω
ヨ
に
転
じ
た
も
の
か
と
い
う
と
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
と
ハ
ジ

ャ
チ
合
意
と
で
は
、
い
く
つ
か
重
要
な
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
が
、
既
存
の
国
家
と
国
家
の
合
同
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
は
、
新
た
な
国
家
の
創
設
を
宣
言
す

る
側
面
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
と
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
そ
の
成
立
の
過
程
に
大
き
な
栢
違
が
み
ら
れ
る
。
ル
ブ
リ
ン
合
同
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
り
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ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
広
範
囲
な
貴
族
の
合
意
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
い
か
な
る
層
の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

比
較
は
甚
だ
難
し
い
。
ル
ブ
リ
ン
合
同
は
、
議
会
の
場
で
、
様
々
な
地
域
・
立
場
を
代
表
す
る
党
派
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
を
経
て
、
紆
余
曲
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
後
、
最
終
的
に
合
意
が
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
を
み
る
と
、
そ
の
文
案
作
成
に
関
わ
っ
た
の
は
一
握
り
の
人
々
、

す
な
わ
ち
、
コ
サ
ッ
ク
上
層
部
の
、
中
で
も
共
和
国
と
の
関
わ
り
の
深
い
エ
リ
ー
ト
層
の
利
害
を
代
表
す
る
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
政
権
の
中
枢
に

い
た
数
人
（
ヴ
ィ
ホ
フ
ス
キ
ー
、
テ
テ
リ
ャ
、
ネ
ミ
リ
チ
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
概
念
に
至
っ
て
は
、
第
二
章
に
見
た
よ
う
に
、

ネ
ミ
リ
チ
個
人
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
共
和
国
側
の
支
持
者
と
し
て
は
、
共
和
国
を
代
表
し
て
コ
サ
ッ
ク
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
ビ
ェ
ニ
ェ

フ
ス
キ
、
イ
ェ
ヴ
ワ
シ
ェ
フ
ス
キ
に
加
え
議
会
で
の
批
准
に
貢
献
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
存
在
が
大
き
い
が
、
ネ
ミ
リ
チ
、
ビ
ェ
ニ
ェ
フ
ス
キ
、

レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
三
者
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
軸
に
親
戚
関
係
に
あ
り
、
個
人
の
人
脈
が
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。

　
第
三
に
、
宗
派
（
教
会
）
問
題
の
扱
い
で
あ
る
。
ル
ブ
リ
ン
合
同
で
は
宗
教
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
の
に
対
し
、
ハ
ジ
ャ

チ
合
意
で
は
逆
に
、
大
き
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
最
優
先
事
項
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
国
は
基
本
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
国
で
あ
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
に
は
異
教
（
多
神
教
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
正
教
が
混
在
し
、
さ
ら
に
両
国
と

も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
広
ま
っ
て
い
た
（
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
）
。
合
同
の
当
事
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
両
国
の
貴
族
の
間
に
宗
教
的
多
様
性
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
お
い
て
宗
教
問
題
は
不
問
に
付
さ
れ
る
。
他
方
、
ハ

ジ
ャ
チ
合
意
に
お
い
て
は
特
定
宗
派
（
共
和
国
全
体
の
主
流
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
、
ル
テ
ニ
ア
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
多
数
派
で
あ
る
正
教
）
が
ル
テ
ニ

ア
公
国
に
お
い
て
特
権
的
教
会
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
ル
テ
ニ
ア
地
域
の
エ
ス
ノ
・
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
主
張
を
代
弁
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
反
三
位
一
体
派
へ
の
弾
圧
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
共
和
国
に
お
い
て
「
宗
教
的

寛
容
」
が
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
宗
教
改
革
に
よ
る
混
乱
が
収
束
し
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
に
向

か
う
時
代
の
空
気
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
近
世
的
複
合
国
家
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
は
宗
派
的
分
裂
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
エ
リ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ッ
ト
は
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
共
和
国
は
例
外
的
に
こ
れ
を
や
り
過
ご
し
た
と
考
え
た
。
し
か
し
ハ
ジ
ャ
チ
の
合
同
構
想
を
み
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る
と
、
宗
派
的
要
因
が
コ
サ
ッ
ク
と
共
和
国
の
関
係
を
左
右
し
、
共
和
国
の
全
体
に
も
関
わ
る
重
要
な
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ル
ブ
リ
ン
合
同
は
宗
派
の
問
題
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
世
紀
近
く
経
た
後
の
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
は
、
一
世
紀
間
の
宗
派
的
状
況
の
変
化

が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ros　（660）

二
　
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
と
の
比
較

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
は
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
は
希
薄
で
あ
っ
た
宗
派
の
要
素
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
注
目
す
れ
ば
、
別
の
比
較
対
象

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
は
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
か
ら
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
ま
で
の
間
に
ル
テ
ニ
ア
が
別
の
「
合
同
」
を
企
て
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ル
テ
ニ
ア
が

固
有
の
国
家
形
成
の
可
能
性
を
持
た
な
か
っ
た
時
代
の
そ
の
合
同
は
、
ル
テ
ニ
ア
が
エ
ス
ノ
・
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
体
で
あ
っ
た
こ

と
を
反
映
し
て
、
国
家
間
で
は
な
く
教
会
問
の
合
同
で
あ
っ
た
。
ほ
か
な
ら
ぬ
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
で
あ
る
。

　
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
お
い
て
は
、
宗
教
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
同
様
、
ル
テ
ニ
ア
と
い
う
要
素
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

係
累
に
埋
も
れ
て
見
え
な
か
っ
た
。
宗
派
の
要
素
、
さ
ら
に
正
教
会
を
核
と
し
て
ま
と
ま
る
ル
テ
ニ
ア
地
域
と
い
う
要
素
が
露
と
な
っ
た
の
は
、

む
し
ろ
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
み
ら
れ
る
国
家
間
関
係
を
教
会
間
の
関
係
に
焼
き
直
し
た
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
成
立
の
詳
細
に
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
正
教
会
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
一
す
る
際
の
諸
条
件
を
記
し
た
「
三
十
三
箇

条
」
の
骨
子
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
合
同
（
教
皇
庁
へ
の
帰
～
）
は
、
ル
テ
ニ
ア
の
正
教
に
伝
統
的

な
東
方
典
礼
や
諸
慣
習
（
教
会
組
織
の
構
成
や
司
祭
妻
帯
の
習
慣
な
ど
）
を
維
持
す
る
こ
と
を
条
件
に
行
わ
れ
た
。
ひ
き
か
え
に
、
教
義
や
教
皇
首

位
に
関
し
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
そ
れ
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
共
和
国
議
会
の
支
持
を
得
ら

れ
ず
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
合
同
に
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
に
加
わ
る
正
教
会
（
合
同
後
は
合
同
教
会
）
主
教
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

教
と
同
等
の
政
治
的
権
利
、
す
な
わ
ち
元
老
院
の
議
席
を
得
る
点
で
あ
る
。



「ハジャチ合意」（一六五八一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
い
て
も
、
正
教
会
高
位
聖
職
者
の
元
老
院
議
席
獲
得
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
」
に

よ
り
元
老
院
議
席
を
得
る
の
が
合
同
派
で
あ
る
の
に
対
し
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
は
、
合
同
に
反
対
の
立
場
に
あ
る
正
教
会
の
主
教
で
あ
る
点
は

対
照
的
で
あ
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
基
本
的
に
ブ
レ
ス
ト
合
同
の
撤
廃
を
目
指
し
て
い
た
（
議
会
批
准
版
で
は
合
同
教
会
の
発
展
限
止
を
求
め
る
に

と
ど
ま
っ
た
）
こ
と
は
第
二
章
で
言
及
し
た
通
り
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
強
調
さ
れ
て
き
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
ル
テ
ニ
ア
の
」
教

会
に
、
共
和
国
に
お
け
る
特
権
的
地
位
（
体
制
教
会
と
い
え
る
地
位
）
の
付
与
を
求
め
て
い
る
点
で
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同

と
同
じ
方
向
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
を
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
教
会
版
翻
案
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
こ
の
両
方
を
総
合
し
適
宜
に
改
訂
し
た
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
正
教
会
の
帰
一
、
そ
の
条
件
下
で
の
正
教
会
高
位
聖
職
者
に
よ
る
（
合
同

教
会
聖
職
者
と
し
て
の
）
元
老
院
議
席
の
獲
得
と
い
う
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
い
て
、
コ
サ
ッ
ク
の

共
和
国
へ
の
帰
順
と
い
う
条
件
下
で
の
正
教
会
高
位
聖
職
者
の
元
老
院
議
席
獲
得
と
い
う
形
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
元
老
院
議
席
要
求
が

共
和
国
議
会
で
批
准
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
が
到
達
で
き
な
か
っ
た
段
階
に
達
し
た
。

三
　
「
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
」
と
の
比
較

　
最
後
に
、
同
盟
相
手
を
求
め
て
い
た
コ
サ
ッ
ク
に
と
っ
て
共
和
国
の
代
替
と
な
る
可
能
性
が
最
も
大
き
か
っ
た
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
の
比
較
的
見
地
か
ら
み
て
み
よ
う
。
コ
サ
ッ
ク
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
は
、
共
和
国
と
の
「
合
同
」
と
同
列
に
語

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
コ
サ
ッ
ク
に
と
っ
て
モ
ス
ク
ワ
の
ツ
ァ
ー
リ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
に
替
わ
っ
て
コ
サ
ッ
ク
の
自
治

を
保
障
し
う
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
宗
派
を
同
じ
く
す
る
君
主
と
い
う
点
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
定
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

モ
ス
ク
ワ
臣
従
を
認
め
る
「
三
月
条
項
」
（
一
六
五
四
年
三
月
目
と
呼
ば
れ
る
文
書
で
あ
る
。
「
三
月
条
項
」
は
、
コ
サ
ッ
ク
の
使
節
サ
ム
イ
ロ
・
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ボ
ブ
ダ
ノ
ブ
と
テ
テ
リ
ャ
を
モ
ス
ク
ワ
の
ツ
ァ
ー
リ
と
貴
族
会
議
（
ボ
ヤ
ー
ル
ス
ヵ
ヤ
・
ド
ゥ
ー
マ
）
が
迎
え
て
作
成
し
た
も
の
で
、
ボ
ブ
ダ

ン
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
嘆
願
に
対
す
る
ツ
ァ
ー
リ
の
返
答
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
共
和
国
に
対
し
条
件
づ
け
た
コ
サ
ッ
ク

の
特
権
と
自
治
は
、
「
三
月
条
項
」
に
お
い
て
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
全
体
的
に
、
「
三
月
条
項
」
に
は
租
税
徴
収
や
食
糧
供
給
・
軍
資
金
配
当
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
、
全
十
～
の
項
目
の
う
ち
六
つ
の

項
目
が
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
に
関
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
徴
収
さ
れ
た
租
税
が
～
旦
は
ツ
ァ
ー
リ
の
国
庫
へ
入
り
、
そ
こ
か
ら
俸
給
や
交
付

金
・
補
助
金
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
は
中
央
集
権
的
で
あ
る
。
～
方
、
ル
テ
ニ
ア
國
家
の
理
念
を
真
髄
と
す
る
ハ

ジ
ャ
チ
合
意
は
税
制
に
関
し
て
は
寡
黙
で
あ
る
。

　
懸
案
の
コ
サ
ッ
ク
自
治
で
あ
る
が
、
「
三
月
条
項
」
で
は
、
自
由
選
挙
で
選
ば
れ
る
ヘ
ト
マ
ン
職
の
容
認
、
官
吏
の
地
元
選
出
に
と
ど
ま
り
、

ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
比
較
し
て
、
記
さ
れ
な
い
事
柄
が
多
く
、
解
釈
に
多
く
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
が
三
万
人
と
し
た
登
録
コ
サ

ッ
ク
の
人
数
は
、
「
三
月
条
項
」
で
は
、
コ
サ
ッ
ク
側
の
要
求
を
の
み
、
俸
給
を
受
け
正
規
の
軍
務
に
…
携
わ
る
の
は
六
万
名
と
さ
れ
る
。
登
録
を

行
う
の
は
ヘ
ト
マ
ン
で
あ
る
。
外
国
人
傭
兵
を
三
万
名
（
ツ
ァ
ー
リ
の
許
可
を
請
え
ば
、
そ
れ
以
上
も
可
能
）
抱
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
具
体
的
に
何

を
指
す
の
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
コ
サ
ッ
ク
の
諸
白
利
す
な
わ
ち
「
コ
サ
ッ
ク
の
自
由
」
は
、
ツ
ァ
ー
リ
か
ら
の
特
権
状
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。

　
連
邦
制
の
中
で
固
有
の
国
家
の
枠
組
み
を
も
た
ら
す
一
方
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
既
得
権
を
温
存
す
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
比
較
し
て
、
「
三

月
条
項
」
に
お
け
る
コ
サ
ッ
ク
に
対
す
る
待
遇
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
コ
サ
ッ
ク
支
配
の
現
状
を
維
持
す
る
点
で
は
よ
り
好
ま
し
い
も
の

と
受
け
と
ら
れ
、
モ
ス
ク
ワ
へ
の
期
待
感
が
膨
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
外
交
に
つ
い
て
の
記
述
は
具
体
的
で
あ
る
。
コ
サ
ッ
ク
は
、
限
定
的
に
で
は
あ
る
が
外
交
の
権
利
を
保
つ
。
外
国
使
節
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
そ
れ
が
モ
ス
ク
ワ
に
と
っ
て
敵
対
的
な
使
節
で
あ
る
場
合
は
、
逐
一
ツ
ァ
ー
リ
の
指
示
を
請
う
必
要
が
あ
る
。
友
好
的
な
使
節

で
あ
る
場
合
も
、
そ
の
用
件
や
コ
サ
ッ
ク
の
と
っ
た
対
応
に
つ
い
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。
さ
ら
に
、
共
和
国
と
オ
ス
マ
ン

帝
国
に
対
し
て
は
、
ツ
ァ
ー
リ
の
指
示
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
い
か
な
る
連
絡
も
禁
じ
ら
れ
る
。
「
三
月
条
項
」
に
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
に
敵
対
的
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「ハジャチ合意」（一六五八一一五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
、
コ
サ
ッ
ク
に
対
し
譲
歩
し
よ
う
と
し
な
い
」
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
と
共
和
国
の
元
老
院
に
対
す
る
不
満
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
ク
リ
ム

・
ハ
ン
国
を
睨
ん
だ
国
防
・
軍
備
に
つ
い
て
も
二
項
目
が
割
か
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
と
は
い
え
、
外
国
使
節
の
受
け
入
れ
を
全
面
的

に
禁
じ
る
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
比
較
す
る
と
、
コ
サ
ッ
ク
に
使
節
受
け
入
れ
の
権
限
を
留
保
す
る
点
で
制
限
は
緩
い
。

　
コ
サ
ッ
ク
の
モ
ス
ク
ワ
臣
従
は
そ
も
そ
も
、
宗
派
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
教
会
問
題

は
、
「
三
月
条
項
」
で
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
で
あ
っ
た
の
か
。
「
三
月
条
項
」
は
、
ツ
ァ
ー
リ
が
キ
エ
フ
府
主
教
座
の
資
産
に
対
し
特
権
証
書
を

付
与
す
る
こ
と
と
、
正
教
信
仰
と
正
教
徒
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
抑
圧
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
も
の
の
、
教
会
行
政
上
の
キ
エ
フ
府
主
教

座
の
位
置
づ
け
（
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
に
帰
属
す
る
の
か
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
座
に
留
ま
る
の
か
）
に
つ
い
て
は
沈
黙
に
付
し
、
曖
昧

な
記
述
に
と
ど
め
る
。
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
と
キ
エ
フ
府
主
教
座
と
の
関
係
は
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
そ
の
も
の
を
象
徴
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
重
要
事
項
で
あ
る
が
、
「
三
月
条
項
」
が
キ
エ
フ
府
主
教
座
の
今
後
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
明
確
に
語
ら
な
い
こ
と
は
、
文
書
全
体
の
曖
昧

さ
を
殊
更
に
印
象
づ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
「
三
月
条
項
」
に
お
け
る
具
体
性
の
欠
如
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
モ
ス
タ
ワ
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
に
関
し
て
も
触
れ
ら
れ
な
い
。

　
コ
サ
ッ
ク
や
キ
エ
フ
府
主
教
座
が
、
モ
ス
ク
ワ
国
家
及
び
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
に
対
し
ど
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
る
か
が
明
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
保
護
国
化
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
同
盟
関
係
と
み
る
か
、
現
在
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
も
研
究
者
の
意
見
を
二
分
さ
せ
る
所
以
だ
ろ
う
。
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
い
て
は
明
確
に
規
定
さ
れ
た
諸
事
項
i
コ
サ
ッ
ク
国
家
の
領
域
や

政
治
的
権
利
、
正
教
会
の
国
誌
上
の
位
置
づ
け
　
　
が
、
お
そ
ら
く
は
モ
ス
ク
ワ
側
に
よ
っ
て
意
図
的
に
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

　
①
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
近
世
に
む
し
ろ
優
勢
で
あ
っ
た
国
家
形
態
、
　
　
②
閾
β
。
曹
蔦
魯
．
ミ
、
掌
卜
。
O
P
b
。
b
。
メ

　
　
8
居
。
ω
湯
器
8
§
ξ
（
複
合
霜
主
色
）
、
ヨ
騒
音
δ
蚕
豊
。
き
（
多
元
王
制
）
の
　
　
　
③
】
）
Φ
ヨ
σ
ぎ
≦
ω
5
躍
．
図
二
§
鴨
§
㍉
§
ミ
ト
さ
§
㌧
ぎ
誌
、
制
譜
魯
ミ
詠
ミ
§
、
ぎ

　
　
好
例
で
あ
る
。
国
厳
9
、
9
頃
二
》
国
繧
。
刀
o
o
h
O
o
ヨ
O
o
ω
冨
竃
。
コ
匿
。
賦
Φ
ρ
、
湧
妹
§
ミ
　
　
　
　
　
O
o
ミ
§
竜
㌧
翼
Φ
≦
ぎ
H
ぎ
ド
㊤
Q
。
卜
⊃
も
唱
．
這
Φ
南
O
鼻
．

　
　
℃
§
§
ひ
客
ρ
お
8
お
O
“
。
層
℃
P
鵠
－
『
財
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
ル
ブ
リ
ン
合
同
に
つ
い
て
は
前
掲
書
を
参
照
。
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⑤
共
和
国
に
お
け
る
宗
派
の
問
題
は
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
後
門
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟

　
協
約
」
で
確
認
が
な
さ
れ
た
。
小
山
哲
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟
協
約
の
成
立
i
十

　
六
世
紀
の
ポ
～
ラ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
的
寛
容
の
法
的
基
盤
」
隅
史
林
』
第
七
十

　
三
巻
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
。

⑥
南
眠
。
計
§
ミ
も
．
α
。
。
－
α
Φ
．

⑦
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
当
時
、
ル
テ
ニ
ア
と
い
う
語
は
本
稿
中
で
の
定
義
（
十
七
世

　
紀
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
用
法
）
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
。
当
時
ポ
ー

　
ラ
ン
ド
語
の
脚
鼠
（
ラ
テ
ン
語
で
は
ル
テ
ニ
ア
）
は
よ
り
狭
い
範
囲
、
力
縁

　
O
N
①
暑
。
詔
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
の
ル
テ
ニ
ア
、
厳
密
に
は
ル
シ
県
の
こ
と
）

　
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
の

　
際
に
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
編
入
さ
れ
た
地
域
（
ヴ
ォ
ル

　
イ
ン
、
キ
エ
フ
、
ポ
ド
レ
）
ま
で
も
を
ル
テ
ニ
ア
が
内
包
す
る
と
い
う
認
識
は
一

　
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
鵠
。
写
ざ
。
り
こ
§
ミ
O
曇
認
駄
篭
ミ
⑦
、
§
勘

　
〉
ご
§
蕊
、
、
蕊
ミ
。
魯
ミ
ミ
鳴
戸
軸
、
ミ
跨
§
沁
塞
鴇
玉
器
ミ
焼
℃
郵
ミ
ミ
鳴
ミ
ミ
穐
命
O
§
－

　
ぴ
ユ
自
σ
q
ρ
b
。
O
O
9
署
．
日
①
窄
卜
⊃
O
卜
⊃
．
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
（
議
会
批
准
版
）
に
お
け
る
ル
テ

　
ニ
ア
大
公
国
が
ル
テ
ニ
ア
を
名
に
冠
し
な
が
ら
も
ル
シ
県
を
含
ま
な
か
っ
た
点
は
、

　
ル
テ
ニ
ア
と
い
う
名
称
の
指
す
対
象
に
歴
史
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を

　
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
の
「
三
十
三
箇
条
扁
に
関
し
て
は
前
掲
拙
稿
一
＝
～
一

　
一
二
（
四
〇
七
～
四
〇
八
）
頁
を
参
照
。

⑨
ム
イ
ツ
ィ
ク
は
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
つ
い
て
、
「
理
想
的
な
か
た
ち
で
の
教
会
合

　
同
問
題
の
扱
い
」
と
し
て
、
ヘ
ト
マ
ン
が
教
会
問
題
に
関
し
て
共
和
国
を
相
手
に

　
展
開
し
た
外
交
の
最
高
峰
と
高
く
評
価
す
る
。
竃
鋒
葵
”
§
ら
騨
た
だ
し
ム
イ

　
ツ
ィ
ク
は
、
歴
史
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
正
教
会
聖
職
者
で
も
あ
り
、
「
理
想

　
的
」
と
い
う
の
は
正
教
会
の
立
場
か
ら
の
評
価
で
あ
る
。

⑩
何
を
も
っ
て
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
見
な
す
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
立
場
が
あ

　
る
。
そ
も
そ
も
、
協
定
な
る
も
の
の
存
在
に
懐
疑
的
な
見
解
も
あ
る
。
コ
。
喜
ざ

　
§
ミ
賊
蕊
締
葡
器
回
想
署
．
⑩
宇
一
お
．
『
世
界
史
史
料
　
第
五
巻
　
ヨ
…
ロ
ッ
パ
世
界

　
の
成
立
と
膨
張
』
（
歴
史
学
研
究
会
編
）
、
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
七
年
）
に
お
け
る

　
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
併
合
（
一
六
五
四
年
）
」
の
項
目
（
南
二
二
七
、
三
六

　
八
⊥
二
七
〇
頁
。
吉
田
俊
則
訳
）
で
は
、
「
コ
サ
ッ
ク
の
自
治
と
特
権
の
承
認
と
、

　
ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
臣
従
を
内
容
と
す
る
協
定
」
に
言
及
し
つ
つ
も
、
紹
介
さ
れ
る

　
の
は
モ
ス
ク
ワ
の
全
国
会
議
（
ゼ
ム
ス
キ
ー
・
ソ
ボ
ー
ル
）
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
併

　
合
決
議
（
五
三
年
十
月
）
で
あ
る
。

⑪
以
下
に
収
録
。
醇
洪
ミ
窪
ミ
ρ
8
μ
ρ
O
－
目
。
温
で
α
万
尋
弘
。
。
刈
。
。
（
菊
招
旨
8
F

　
8
冨
麟
訟
聖
Φ
も
巴
。
・
』
竃
O
）
噛
O
．
蒔
ミ
ム
。
。
心
．

⑫
ズ
ボ
リ
フ
合
意
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

⑬
「
三
月
条
項
」
に
キ
エ
フ
府
主
教
座
の
帰
属
に
つ
い
て
明
言
は
な
い
が
、
実
際

　
に
は
そ
の
後
、
早
く
も
～
六
八
六
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
座
か

　
ら
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
に
管
轄
を
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑭
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
と
モ
ス
ク
ワ
と
の
問
で
国
境
を
め
ぐ
る
紛
争
が
あ
っ

　
た
（
誤
説
ミ
装
置
ミ
旬
噌
↓
’
駆
讐
7
「
O
．
H
躰
”
刈
帆
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
境
に
つ
い
て
の
記
述

　
が
な
い
点
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
両
者
の
問
で
の
「
不
和
の
り
ん
ご
」
と
指
摘

　
さ
れ
る
ベ
ラ
ル
シ
（
凶
ス
。
し
自
謡
昌
P
愚
．
無
計
ρ
ω
ρ
O
・
ω
合
）
の
帰
属
に
も
触
れ
ら

　
れ
な
い
。

⑮
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
臼
員
8
鉾
頃
．
謡
こ

　
品
名
雷
昌
臣
。
歪
国
璽
渥
H
象
恥
円
．
類
o
o
竃
o
o
8
切
藁
↓
o
凛
鵠
幽
く
栄
℃
嘗
ま
r

　
朝
§
竜
聴
。
§
浅
墓
ミ
蓉
、
ミ
。
ミ
竜
§
ミ
蓬
き
ミ
毫
3
§
融
。
・
o
曾
竃
零
N
ミ
《

　
ζ
o
桑
。
σ
僧
b
。
O
O
切
．
本
稿
筆
者
の
見
解
で
は
、
コ
ニ
月
条
項
」
に
示
さ
れ
た
租
税
の

　
流
れ
を
み
る
に
、
少
な
く
と
も
モ
ス
ク
ワ
の
側
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
併
合
の
意
図
は
明

　
ら
か
で
、
単
な
る
同
盟
と
は
考
え
に
く
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

「ハジャチ合意」（一六五八～五九年）にみるルテニア国家の創出（福嶋）

　
本
稿
の
内
容
を
ま
と
め
た
上
で
、
結
論
を
述
べ
た
い
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
は
、
ル
シ
諸
公
国
な
き
あ
と
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
初
め
て
明
確
な
国
家
理
念
（
ル
テ
ニ
ァ
公
国
）
が
示
さ
れ
た
事
例
で

あ
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
連
邦
の
一
構
亡
国
と
い
う
形
態
で
あ
り
、
ま
た
実
現
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
国
家
形
成
の
可
能
性
が
文
書
化
さ

れ
議
会
を
通
過
し
た
と
い
う
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
ル
テ
ニ
ア
国
家
理
念
の
基
底
に
あ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
貴
族
共
和
制
と

「
合
同
」
に
基
づ
く
連
邦
制
の
拡
大
適
用
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
身
分
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
コ
サ
ッ
ク
上
層
に
開
か
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

リ
ト
ア
ニ
ア
の
二
国
連
合
が
、
そ
れ
ま
で
一
地
方
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ル
テ
ニ
ア
を
第
三
の
構
成
国
と
し
、
三
国
連
合
と
な
る
。

　
実
質
的
に
コ
サ
ッ
ク
支
配
下
に
あ
っ
た
キ
エ
フ
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
、
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
の
三
県
が
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
領
域
と
さ
れ
、
ヘ
ト
マ
ン
制

に
代
表
さ
れ
る
コ
サ
ッ
ク
独
自
の
統
治
機
構
が
容
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ル
テ
ニ
ア
公
国
は
コ
サ
ッ
ク
国
家
を
共
和
国
の
体
制
内
化
し
た
も
の

と
み
て
よ
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
士
（
共
和
国
貴
族
）
と
対
等
な
ル
テ
ニ
ア
国
民
は
、
貴
族
に
叙
さ
れ
、
議
会
参
加
や
国
王
選

挙
の
権
利
を
獲
得
す
る
コ
サ
ッ
ク
・
エ
リ
ー
ト
に
相
当
す
る
が
、
国
政
に
発
言
権
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
、
元
老
院
議
員
と
な
る
正
教
会
高
位

聖
職
者
が
含
ま
れ
る
。
ル
テ
ニ
ア
公
国
の
元
老
院
議
員
に
関
し
て
は
、
世
俗
の
元
老
院
議
員
官
職
に
も
正
教
徒
の
た
め
の
枠
が
設
け
ら
れ
、
正

教
会
に
対
す
る
厚
遇
は
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
に
お
け
る
ル
テ
ニ
ア
の
宗
派
的
要
求
へ
の
積
極
的
な
対
応
は
、
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
と
比
較
し
て
も
明
白
で
あ
る
。
正
教
国

の
ロ
シ
ア
と
の
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
協
定
は
、
コ
サ
ッ
ク
の
ツ
ァ
ー
リ
へ
の
臣
従
に
宗
派
的
動
機
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ル
テ
ニ
ア
の
正
教
会

に
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
で
保
証
さ
れ
る
よ
う
な
地
位
を
約
束
し
な
い
。
ツ
ァ
ー
リ
の
「
庇
護
」
と
資
産
に
対
す
る
特
権
証
書
以
上
の
言
質
は
与
え
ず
、

モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
コ
サ
ッ
ク
の
関
係
と
同
様
、
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
と
キ
エ
フ
府
主
教
座
の
関
係
に
つ
い
て
も
何
ら
明
示
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
る
。
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宗
派
や
教
会
の
問
題
の
占
め
る
比
重
の
大
き
さ
だ
け
を
考
え
る
と
、
ハ
ジ
ャ
チ
合
意
と
ル
ブ
リ
ン
合
同
と
を
直
接
的
な
比
較
対
象
と
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
こ
の
ふ
た
つ
は
並
べ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
両
者
を
対
置
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
的
に
も
両
者
の
中
間
に
位
置

す
る
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
を
問
に
配
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
な
繋
が
り
、
ま
た
逆
に
隔
絶
が
、
よ
り
展
望
し
や
す
い
。
ハ
ジ
ャ
チ
合

意
は
一
見
す
る
と
ブ
レ
ス
ト
教
会
合
同
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ル
テ
ニ
ア
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
要
で
あ
る
正
教
会
に
共
和
国
で
の

政
治
的
地
位
を
与
え
よ
う
と
す
る
点
で
、
む
し
ろ
こ
れ
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
女
子
大
学
、
福
井
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
）
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The　Hadiach　Agreement　（1658－59）　ar｝d　the　Creation　of　Ruthenian　State

by

FUKusKIMA　Chiho

　　Ruthenian　lands，　which　made　up　the　south－eastem　par£　of　the　early　modern

Polish－Lithuanian　State　（the　Commonweaith）　was　quite　a　large　area　that　had　a

peculiai　historical　and　cu｝tural　background．　However，　Ruthenia　had　never　been　an

adrninistrative　entity　like　the　Kingdom　of　Poland　or　the　Grand　Duchy　of　Lithuania，

the　two　states　over　which　stretched　Ruthenia．　ln　such　a　situation．　the　Orthodox
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Church　（Kievan　Metropolitanate）　was　the　sole　representative　of　Ruthenian　ethnic

unity　within　the　Commonweaith，　aithough　its　higher　clergy　had　none　of　the　potitical

軸ts　of　the　Roman　Catholic　blshops　who　were　accorded　seats　in　Common－

wealth’s　senate．

　　The　Cossacks，　who　began　to　rule　over　the　Eas£em　borderlands　of　Ruthenia，

could　change　this　situation．　When　the　Khrnelnytskyi　uprising　（1648）　overwhelmed

the　Commonwealth　army，　the　HetmaRate　（the　Cossack　govemment）　sought　inde－

pendence　from　the　Commonwealth．　Khrnelnytskyi　at£empted　to　maintain　autonorny

by　accepting　the　suzerainty　of　Moscovian　Tsardom　（“the　Pereiaslav　Treaty”）．

Later，　his　successor　Vykhovskyi　sought　to　gain　independence　by　rettii　rting　to　the

Comnionwealth．　The　Hadiach　Agreement　was　the　ckmax　of　Cossack－

Commonwealth　nego廿ations　during　Vykhovskyi’s　reign．　Acco曲g　to　the　Hadiach

document，　the　Cossack　tei　riSory　was　titled　the　“Duchy　of　Ruthenia”　and　admtted

as　a　state　within　the　Cornmonwealth：　as　the　third　component　of　the　Common－

wea｝th，　next　to　the　Kingdom　of　Poland　and　the　Grand　Duchy　of　Lithuania．

　　In　this　article　the　Hadiach　Agreement　is　exarnined　mainly　in　comparison　with　the

Union　of　Lublin　（1569），　which　was　the　legal　basis　for　the　Pofish－Lithuanian　federa－

tion，　and　the　Church　Union　of　Brest　（1596），　which　was　an　attempt　to　unify　the

Ruthenian　Orthodox　Church　with　the　Rorr｝an　Catholic　Church，　and　with　the

Pereiaslav　Treaty　（1654），　which　amounted　to　the　vassalage　of　Cossacks　to　the

Moscovian　Tsar．

　　By　comparing　Hadiach　Agreemerit　with　those　unions　or　the　treaty，　its　peculiar

features　can　be　ckstinguished，　especiaily　in　yeligious　matters．　Confessional　matters

are　an　outstanding　feature　of　the　Hadiach　Agreement，　while　in　the　Union　of　Lublin

there　is　no　particular　concern　with　retigious　matters．　Religious　factors　were　of
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great　importance　in　concludirig　the　Pereiaslav　Treaty，　where　Orthodox　Cossacks

chose　£o　become　vassais　of　ehe　Orthodox　Tsar，　but　no　concrete　settfement　about

the　juridical　status　of　the　Ruthenian　Orthodox　Church　is　shown　therein，　in　contrast

with　the　specbic　settlements　on　that　church　in　the　Hadiach　Agreement．

　　Concern血g　this　special　importance　of　conf白ssional　issues　in　the　正｛adiach

Agreement，　it　also　needs　to　be　compared　with　the　Church　Union　of　Brest．　The

Hadiach　Agreement，　which　othciasty　aclmowledged　only　Oythodoxy　and　Roman

Cathoticism　and　denied　further　expansion　of　Uniatism，　has　tended　to　be　regarded

as　a　derrial　of　the　Church　Union　of　Brest．　However，　this　article　makes　a　point　of

interpreting　the　Hadiach　Agreement　as　moving　in　the　same　direction　as　the

Church　Union　of　Brest，　considering　the　fact　that　both　demanded　that　the　Ruehe－

nian　higher　clergy　of　the　Eastern　rke　（either　Orthodox　or　Uniate）　be　granted　equa！

political　rights　（i．e．　senatorial　seats）　as　the　Roman　Catholic　bishops．　ln　this　re－

spect　the　Hadiach　Agreement　was　a　1〈ind　of　adaptation　not　only　of　the　Union　of

Lublin　but　also　of　the　Church　Union　of　Brest　in　the　federalist　context　of　the　Com－

monwealth．

Cantonalismo　and　the　Uses　of　History，　Focusing　on　Cant6n　Murciano

by

KIKuCHI　Nobuhiko

　　This　ar£icle　alters　the　image　of　the　revolutionary　movement　lmown　as　Calttona－

lismo　of　1873　duimg　the　period　of　the　First　Spanish　Republic　by　examining　it　from

the　viewpoint　of　the　uses　of　history．

　　Aftey　providing　a　summary　of　CantonaBsmo，　1　consider　in　the　first　section　the

interpretations　that　have　shaken　previous　scholarship　一　whether　the　revolutionary

movement　was　an　incipient　socialist　revolution，　or　whether　it　was　federalist，　or

separatist，　and　confirm　tha£　none　of　these　interpretations　is　comple£ely　applicab｝e．

1　then　point　out　that　the　theory　of　earljer　scho｝ars　that　Francisco　Pi　y　Margall　was

the　source　of　Cantonahsmo　thought血volves　a　contradiction．　Establishing　that　the

focus　of　the　dispute　between　the　cantonalists　and　executive　body　of　the　Federal

Republicari　Party　was　a　part　of　the　process　of　bullding　a　federal　state，　1　point　out

the　necessity　of　exploring　the　grounds　for　a　federalist　movement　“from　the　ground

up”　as　advocated　by　the　cantonalists．

　　In　the　second　section　1　ana｝yze　ar£ic1es　from　the　cantonatist　house　organ，　El
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